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Ⅰ　はじめに

　神奈川県西部に設定された「かながわ水源エリア」

では平成 19 年度から水源環境の保全・再生施策の

実行５カ年計画に基づき水源の森林づくり、丹沢大

山保全・再生対策、等の各種事業が進められている。

とくに、森林の保全再生事業が水源環境へ及ぼす効

果についてモニタリングし、検証しながら順応的に

進めていく方針である。このため、流域の水循環モ

デルを用いたシミュレーションによる効果予測と効

果検証を進める計画でモニタリング調査が開始され

た。

　水循環モデルによる解析は、流域の気象、植生、

土地利用、地質、地形（地図情報）および河川流

量等の既存の資料とデータを用い、ダム湖流域を

単位とする広域モデルの構築から開始し（森ほか，

2009；多田ほか，2010）、並行して試験流域を対象

とする小流域水循環モデルの構築を行う手順で進め

ている。すなわち、広流域モデル＋小流域モデルの

２タイプで構成する水循環モデルを相互に関連さ

せ、既存データに基づくモデル構築から始め、モニ

タリング結果を用いてモデルの再現性の検証を進め

ていくこととし、モニタリングを試験流域（小流域）

で詳しく行っている。

　水源エリア内で選定された４ヶ所の試験流域、大

洞沢、貝沢、ヌタノ沢、フチジリ沢 ･クラミ沢（図

１）で水循環の基本モデル構築を想定し、対照流域

法を採用し、水循環解析等のモニタリング調査を平
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要　旨

　森林の水源環境の保全・再生のため、かながわ水源エリアで行われる各種の対策を的確、効率

よく、そして順応的に進めていくため水源環境モニタリング調査を行っている。その中で想定さ

れる植生保護柵設置や間伐等の施業の効果をシミュレーションにより予測する水循環モデルを構

築している。モデルは、地形・地質、植生、土壌などの自然特性をベースに構築する。とくに、

現地モニタリング結果を出来るだけ反映させるため、既存データに追加して流量観測調査とボー

リング調査を行って地質と表流水との関係を調査した。その結果に基づいて、大洞沢では試験流

域の土層厚と基盤を構成する丹沢層群の風化の状況、地すべり地・谷部の地質および湧水、沢水

の状況、貝沢では試験流域の小仏層群等の地質と流水の状況、ヌタノ沢では基盤を構成する石英

閃緑岩の風化・亀裂などの地質と流水の関係、およびフチジリ沢では河床に露出する不透水性の

火砕流堆積物と河川流量の関連を検討した。
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成 19年度から開始している。モデル構築にあたり、

水源かん養機能の基本となる流域の保水性、貯留

性、すなわち流域内の水の貯留・排水過程に係る土

壌・地質の作用が重要で（虫明ほか，1981；藤枝，

2007；小杉，2007）、とくに試験流域のような小流

域ではこれらを流域の自然特性として把握する必要

がある。このため、事前モニタリングとして土壌・

地質とこれらを反映させた沢の流水を調査した。本

報告では、流域の水文地質について、調査により明

らかになった土層厚、基盤の地質構造と風化帯の状

況、水系に沿った流量の増減あるいは流量の年間の

変化などを流況として取りまとめた。

Ⅱ　流域特性の把握

１　試験流域での事前モニタリング
　森林の水源かん養機能を構成する保水、洪水緩和

および渇水緩和の三機能は、降雨と流出の関係を説

明する水循環過程の中で評価される。このため、事

前モニタリングを行って試験流域の自然特性を把握

し、モデル構築を進めていく。対象となる項目とし

て、①水源となる降水量を主とした気象、②流域を

構成し、水循環が営まれる地形・地質（土壌を含む）、

③水循環を定量的に表す流況・水収支、④流域を覆

い、降水遮断や蒸発散など水循環に影響する森林植

生、および⑤水循環を定性的に示す水質があげられ

る。

　モデル構築にあたって、広流域情報は GIS 化され

た既存の調査・観測資料等を多用して効率化を図り、

小流域情報は既存データを補足するため出来るだけ

現地調査を行って精度向上を図っていく。すなわち、

試験流域の自然特性の把握に努め、モデル構築に反

映させる必要がある。そして、現地調査結果を用い

てモデルのパラメータを見直し、再現性の検証を進

める手順である。

　したがって、既存資料収集と現地調査を行って流

域の帯水層や基盤岩等の水文地質構造、流域の範囲

と境界条件および透水係数等のパラメータ値の把握

とモデル構築を開始し、併せて対策を行う前の事前

モニタリングを開始した。４試験流域では降水量や

河川流量などの水文観測施設を設置し、観測を開始

したほか、ボーリング調査、流量観測など現地調査

を行って流域情報の収集、解析に努めている。

２　流域の水文地質
（１）地形・地質の調査

　森林の水土保全機能を考える上で、流域の保水性

を明らかにしておく必要がある。山地河川における

流出に影響する流域特性（要因）は地形、地質（土

壌を含む）および土地被覆（植生等）であって、と

くに透水性の高い地質条件を持つ流域ほど保水性

が高い（地下水貯留能ならびに流出調節機能）性

質がある（中野，1976；虫明ほか，1981）。すなわ

ち、流域の水源かん養機能については、土壌及び基

盤岩の空隙により発揮される貯留機能の作用によ

り、河川や地下水の流量調節が行われている（竹下，

1982）。

　神奈川県西部地域は、フォッサマグナ地域に位置

し、地形・地質上の変化が大きく多様な地域である

（有馬ほか，1999）。水源の森林エリアはこの特徴あ

る地域に重なるように設定されている。試験流域は

このエリア内に位置し、各ダムの上流域にあって、

それぞれの流域の地形・地質が異なり、シカ採食圧

の状況や間伐の状況など森林管理についても特徴あ

る流域である。

　試験流域の地形・地質および土壌、水文環境の事

前モニタリングとして、各流域の流量調査（2011

年 11 月）と現地踏査及びボーリング調査による地

図１　試験流域の位置（試験流域を番号を付して示す）
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質調査（2011 ～ 2012 年度）を行った。ボーリング

調査では、コアー採取により地質を調べ、併せて電

気検層、温度検層、湧水圧試験を行った。さらに、

孔井にケーシングを行い、観測井として仕上げた。

　試験流域の河川の流況については、実測により上

流から下流への流量の増減を明らかにし、併せて水

源となる湧水位置の確認を行うとともに、現地踏査

で河床の地質を確認し、河床の地質と流水との関係

を調べた。さらに豊水時と渇水時の流量を比較検討

し、流況の把握を行った。これらの結果について、

各流域の表流水の状況を４流域まとめて表１および

図２に、流況比較を表２に示した。さらに、流域別

の自然特性を表３に取りまとめた。なお、表３中に

はボーリング調査結果に基づく岩盤の透水係数値を

加えた。

（２）各試験流域の水文地質

ア　大洞沢

　大洞沢は北東方向に開けた平均傾斜 36 度の急傾

斜の谷で、中津川の支流である布川に合流する（図

３）。試験流域はこの沢の上流（標高450ｍより上部、

全流域の約 80％）に設定されている。大洞沢は源

頭部の複数の湧水を水源とし、支流の流入水を集め

図２　試験流域の流量一斉調査結果（2011 年 11 月）（各流域の測定地点を○番号で流域図ごとに示す）

図３　大洞沢試験流域
（○番号は流量測定地点、Ｂ番号はボーリング調査地点を示す）
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表１　試験流域の流量測定結果

表２　試験流域の流況

表３　試験流域の自然特性
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て次第に水量を増加しながら急流を流下し、布川に

合流する。流域の地質は、溶岩塊で構成される丹沢

層群で、地層は概ね南東方向に傾斜し、表層は褐色

森林土で覆われている。尾根部には平坦部があって、

ローム層も厚く残され、土壌が厚く堆積している（神

奈川県、1984）。

　棚瀬（1997）が記載しているように、堂平と共に

大洞沢は地すべり地形が特徴である。この点に留意

し、平成 22（2010）、23（2011）年度にわたり、現

地踏査、２本のボーリング調査を実施し、中津ダム

調査（1971）、表層地質図（神奈川県，1987）等を

参考に大洞沢の水文地質を調査した。

　大洞沢を構成する丹沢層群は溶岩塊が固結した凝

灰岩で、表層が土壌とローム層で覆われている。簡

易貫入試験結果（神奈川県，2002）から流域の土層

深の分布をみると、厚さは全般には１～５ｍの範囲

で変化し、左岸側の斜面で３から５ｍと比較的厚く、

右岸側では１～３ｍと薄くなっている。ボーリング

調査結果によると、深度数ｍから 40 ｍまでが風化

帯となっている。風化帯の透水係数は風化の程度に

より異なるが、10－３～ 10-6cm/sec. のオーダーであ

る。そして、表層地質図（前出）及び現地踏査によ

ると、地層の走行はほぼ南北、傾斜は東 60度である。

しかし、表層地質図では沢の南東部に北東から南西

方向に断層線が引かれているように、No. ４流域及

び No. ３流域の沢沿いの露頭で小断層や粘土化した

地層が踏査で確認され、地層は揉めている。

　平成 22（2010）年度に掘削したＢ１井戸と平成

23（2011）年度に掘削したＢ２井戸のボーリング調

査結果を図４、５に示した。調査孔Ｂ１は、No. ４

流域から流入する沢が合流した本沢の河床（右岸側）

に位置し、その地質は、治山堰の堆積物に続き丹沢

層群の凝灰岩が深度 50 ｍまで続いている。地下水

の通り道となる亀裂帯は、ボーリングコアーと検層

結果から深度 20 ｍ付近、38 ｍ付近、及び 42 ｍ付

近に推定された。一方、40 ｍ付近まで凝灰岩の変

質が著しく、一部は粘土化している。スクリーンは

最下部に設置しており、水頭は地表面から凡そ４ｍ

（標高約 475 ｍ）にあって、１年間の水頭変化は約

２ｍであった（図６）。

　一方、調査孔Ｂ２は地すべり地形が認められる対

照流域（流域No.４）の中腹にある。土層は2.6ｍで、

それ以深が凝灰岩である。深度 22～ 25 ｍ付近に大

きな亀裂があり、そのほか 20 ｍ、36 ～ 37 ｍ及び

孔底部に小亀裂が認められた。凝灰岩は全般に粘土

化が進んでいる。スクリーンは最下部の小亀裂部に

設置した。地下水位は地表から凡そ 24 ｍ（標高約

530 ｍ）で、近くの№４沢の湧水位置（520 ～ 540 ｍ）

と調和的である。

　本流の流量（図２）について、対照流域№４の沢

が合流沢する前から下流の№３沢が合流後までの

３ヶ所の変化を見ると、沢の合流と共に流量を増し

ていること、増加量は沢の流入水量より多く、途中

で地下水流出（堰下の排水口からの流出を含む）が

加わっていることを示している。また、最下流の地

点での８月と 11 月の流量比は２と１桁で、４流域

の中では安定した流況を示している。なお、洪水時

には、強雨による流量増加と共に多量の土砂流出が

生じている。平成 23 年度の台風時には、堰が埋積

してしまうほどの多量の土砂流出が観測された。

イ　貝沢

　貝沢は陣馬山の南にあって、南に開けた沢で、相

模湖に直接流入する（図７）。沢の流量は、源頭部

の３流域を集めた№４堰の流量は、途中で両尾根か

ら地下水涵養を受け増加し、下流の№５堰では約３

倍となった（図２）。№５の比流量は 0.92/s/km2 で

あった。流域の地質は、固結した砂岩、頁岩の互層で、

上流部が白亜系の小仏層、中下流部は古第三系の相

模湖層群に分類されている（Yagi，2000）。しかし、

両者の境界は本沢の観測点№４と№５の間にあると

図示されているが、谷底が土砂で覆われているため

明瞭でなく、確認できなかった。

　流域はスギ・ヒノキの人工林で、シカ採食圧は認

められず、林床植生が発達している。流域上部に№

１～№３の対照流域を設置し、各流域の流出状況の

観測が開始されている。上流部の土壌の状況を見る

と、尾根部にローム層を乗せ、土壌が厚い。土壌貫

入試験結果によれば、全般に数 10cm の土壌（Ａ層）

が分布している。谷頭部（尾根の直下）には僅かに

湧水が認められるほか、パイプ流の痕跡も確認され

た。№３流域内で深度50ｍのボーリング調査を行っ

たところ、表層１ｍの土壌の下に固結した頁岩の小

仏層が続き、所々に亀裂帯をはさみながら孔底まで

続いている（図８）。
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図４　大洞沢ボーリング調査結果（B1）
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　コアー観察によれば、全般に斜め、縦方向のクラッ

クを認め、深度 40 ｍ以深に風化による粘土化が認

められる。全般に透水性が低く、透水性は 10-7 ～

10-8cm/sec. のオーダーであった。スクリーンは最

下部の風化帯（41 ～ 49 ｍ）に設置した。なお、地

下水は孔口から僅かに自噴する。

　貝沢の流量は、№１、２、３の３流域が合流し、

№４で上流全体の流量を観測している（図７）。途

中に左岸側から沢が合流するものの、表流水は無

かった。本沢の流量は、凡そ 500 ｍ下った№５では

約３倍に増加している（図２）。この間に、流域の

土壌と植生が豊かなことを反映し、沢の両岸から地

下水が流入していると考えられる。なお、土砂流出

は、洪水時以外はほとんど見られない。

ウ　ヌタノ沢

　ヌタノ沢が位置する西丹沢地域の地質は、深成岩

の石英閃緑岩で構成されている。ヌタノ沢では所々

に捕獲岩の丹沢層群が認められ、北東－南西方向の

節理が発達している。ヌタノ沢は、東に開く流域で、

Ａ沢とＢ沢が並び、出口で合流し、中川川に注いで

いる（図９）。流域面積が 6.9ha と、４試験流域の

中でもっとも狭い。地形は急峻で、この辺りに卓越

図５　大洞沢ボーリング調査結果（B2）
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する北東－南西方向（N60° E）の節理（水上ほか、

1964）とこれを反映したリニアメント構造の中に位

置する。流域はシカ採食圧が著しいため林床植生は

乏しく、土壌浸食が認められる。土壌の簡易貫入試

験結果によると、土層は標高が高く、傾斜がきつい

所で数 10cm 以下と薄いが、標高が低く、緩傾斜の

尾根部では 1.5 ～ 3.5 ｍと厚い。

　Ａ沢とＢ沢ともに恒常的な水源は源頭部の湧水で

ある。しかし、両沢の源流部から合流部までの流量

を比較すると、Ａ沢では中流部で堰に堆積した土砂

中に流れが覆没浸透し、水量を減少させる（図２）。

Ａ沢の谷頭部は、表面がザラメ状になった石英閃緑

岩が露出し、直線状のＶ字谷となっていて、その途

中の右岸側に湧水があって、沢の水源となってい

る。沢には中・下流部まで７ケ所に治山堰が設置さ

れ、殆どの堰がマサ土を主とする土砂で満たされて

おり、土砂流出が著しいことが分かる。河床の露岩

には、北東－南西方向の連続性のある節理が認めら

れる。Ｂ沢は源頭部に湧水帯があって源流となって

いる。この沢にも３ケ所に堰が設置され、最上部は

満砂状態で、他の２ヶ所もかなり土砂で埋まってい

る。途中の河床ではＡ沢と同様な基盤が露出してい

る。

　ヌタノ沢の流況について、Ａ沢とＢ沢との違いを

比較検討してみた。７月と１月の流量比をとると、

Ａ沢が 10.7 で、Ｂ沢は 1.4 であった（表３）。Ａ沢

の値の方が１桁大きく、不安定であることを示して

いる。また、11 月の比流量はＡ沢が 13.3 × 10-2m3/

s/km2 であったが、Ｂ沢は 42.2 × 10-2m3/s/km2 と約

３倍と大きく、安定性が高いことが分かる。

　両沢の境界に伸びる尾根の鞍部で深度 50 ｍの

ボーリング調査を行い、地下地質と帯水層等の地下

水理について調べた。調査結果を図８に示す。ボー

リングコアー等によれば、表土が１ｍほどで、それ

図６　調査孔Ｂ１の水頭変化（地表からの深度ｍ）

図７　貝沢試験流域
（○番号は流量測定地点、Ｂ番号はボーリング調査地点を示す）
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図８　貝沢（Ｂ１）、ヌタノ沢（Ｂ１）およびフチジリ沢（Ｂ１）のボーリング調査結果
（地質柱状図と電電気検層結果）
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より孔底までが基盤の石英閃緑岩である。そして、

コアー等から風化の状況を見ると、全般に風化が進

んでいて、深度 31までと、深度 41ｍ以深で比較的

強い風化を受けている。湧水圧試験によると、透水

係数は 10-7 ～ 10-8cm/sec. のオーダーであった。な

お、地下水位は地表から凡そ 25 ｍにあって、観測

開始時から上昇傾向で、７月には妬く１ｍの上昇で

ある。

エ　フチジリ沢・クラミ沢

　フチジリ沢、クラミ沢は、箱根外輪山（明神岳）

の東斜面にあって、明神ヶ岳から北側に延びる尾根

に位置し、標高が 430 ｍから 825 ｍと高位置にある

（図 10）。両沢は北・南に隣接し、約３km 下って合

流し、柄沢となって狩川に合流する。

　表層地質は箱根火山の火山噴出物で、フチジリ

沢左岸域及びクラミ沢上流部が狩野溶岩グループ

に、フチジリ沢右岸域とクラミ沢中・下流部が金時

山溶岩グループに分類されている（日本地質学会，

2007）。一般に火山地帯の河川は、透水性がよい地

質のため、多くは覆没浸透し、普段は表流水に乏し

いといわれているが、これらの沢は年間を通して流

水が確認されている。流量調査結果（図２）による

と、両沢とも上流から下流に流れるに従い流量を減

少させている。さらに下流へ下ると、両沢ともやが

て流水は無くなってしまう。両沢の流れを現地踏査

したところ、両沢の中流部の河床には透水性の低い

火砕流堆積物が認められ、これが沢水の地下浸透を

抑制するため、年間を通じて流水が涸れないと考え

られる。そこで、両沢の流況を比較してみると、８

月と 11月の流量比はフチジリ沢が 16.8 で、クラミ

沢の 4.5 に比べ４倍弱と大きく（表２）、流量の安

定性が劣ることがわかった。なお、11 月の比流量

はそれぞれ 0.43 × 10-2m3/s/km2 と 0.58 × 10-2m3/s/

km2 で大きな差はなかった。

　Yamamoto(1995) によれば、火山帯は地形と湧水

等の分布から上流涵養帯（Ⅰ）、中流流出帯（Ⅱ）

および下流湧水帯（Ⅲ）に分帯区分が可能で、箱根

外輪山東麓の標高 600 ～ 950 ｍをⅡ帯に位置づけて

いる。Ⅱ帯は、標高が高い地域で涵養された地下水

が垂直方向ばかりでなく水平方向にも移動し、湧出

が始まる中流流出帯である。フチジリ沢・クラミ沢

の両試験流域は、ほぼⅡ帯の標高帯に位置し、西側

の内川、狩川、および東側の上総川などの流域の標

高 600 ～ 700 ｍと並んで表流水は湧水でまかなわ

れ、年間を通して涸れない。

　流域の地下地質を探るため、フチジリ沢左岸で深

度50ｍの調査ボーリングを行った。調査結果（図８）

によれば、地質は地表から２ｍ余りが崖錐状のロー

ム混じりの土壌で、その下に赤色の固結が不十分な

火砕流堆積物が孔底まで続いている。この地層が直

ぐ下を流れるフチジリ沢の河床で露出している火砕

図 10　フチジリ沢・クラミ沢試験流域
（○番号は流量測定地点、Ｂ番号はボーリング調査地点を示す）

図９　ヌタノ沢試験流域
（○番号は流量測定地点、Ｂ１はボーリング調査地点を示す）
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流堆積物と考えられる。火砕流堆積物は深度 15 ｍ

辺りを境に、固結度が比較的ゆるい浅部と硬い深部

とに区分される。ボーリングコアー、比抵抗検層及

び温度検層結果から、地層は火砕流堆積物で、全般

に亀裂に乏しく、良好な帯水層は見当たらなかった。

井戸スクリーンは最深部の 45 ～ 50 ｍに設置した。

なお、井戸設置後の水頭変は凡そ 36 ｍで大きな変

化はない。なお、同様の火砕流堆積物は、クラミ沢

の河床や峰を越えた狩川沿いの湧泉でも確認されて

おり、その分布や同定についてまだ十分把握されて

いないが、不透水性の基盤として重要な存在である。

　沢の礫や土砂の状況を見ると岩石にコケが付着し

ており、これらの堆積物が示すように普段は流水が

あるものの、増水時でも殆ど礫の移動が無く、多少

の多雨時でも土砂の流出は少ないと考えられる。

Ⅲ　試験流域の河川流量と水文地質

１　試験流域の流況
　試験流域間の流量の安定性を比較検討するため、

平成 24 年７月と９月の２度の台風による大雨が

あったことを踏まえ、この期間中で観測値が得られ

ている 7 月末または８月初めの水量と、３ヶ月後

の渇水期の 11 月の流量との比をとって流況を比較

すると表２のとおりとなった。観測値が無かった貝

沢を除き、流量比が１桁台の大洞沢、ヌタノ沢Ｂ沢

およびクラミ沢は安定型、10 以上のヌタノサワＡ

沢およびフチジリ沢は荒れ型と評価される。一方、

渇水期の 11 月の流量を比流量で示すと、ヌタノ沢

が１0 × 10-2m3/s/km2 以上と大きく、貝沢およびフ

チジリ沢両沢ともに 1.0 × 10-2m3/s/km2 以下と小さ

かった。このことは、流域の地質（含む土層厚）を

反映した保水性と関連があると考えている。

２　試験流域の水文地質
　流域の水循環モデル構築に備え、調査結果をもと

に各試験流域の特徴を次にまとめた。

（１）大洞沢

　流域を覆う土層は１～５ｍと比較的厚い。しかし、

シカ採食圧が顕著で、土壌の浸食も懸念される。流

域を構成する丹沢層群は、地すべり堆積物、岩盤の

風化・亀裂が帯水層となって地下水を胚胎している。

地下水は尾根の下や谷底で湧水となって湧き出し、

河川水を涵養している。岩盤の亀裂部の透水係数は

1.7～7.4×10-5㎝/秒である。なお、実施流域（№４）

と対照流域 (№３)の流量の差が示すように、個々

の支流域間の水文地質状況は、地すべり地形等の状

況を反映して異なると考えられるので、さらに各支

流域についても出来るだけ精査する必要がある。

（２）貝沢

　尾根部にはローム層が堆積し、流域を覆う土層の

厚さは不明であるが、土壌調査や現地踏査から、土

層はメートル単位で分布すると想定される。今後、

全体を把握する調査が必要である。シカ採食圧は無

く、林床植生も豊かである。基盤となっている小仏

層群・相模湖層群は、風化・亀裂の発達が大洞沢ほ

ど進んでいないものの、亀裂が所々にあるため透水

性は 1× 10-5 ㎝ / 秒台の値を示す。河川の流量は、

下流に向け増加傾向が認められ、地下水の河川涵養

が明瞭である。このことを反映し、⑤の比流量は

0.92 × 10-2m3/s/km2 と他流域に比べ大きい値をとっ

ており、比較的保水性がある流域と云える。

（３）ヌタノ沢

　シカ採食圧が著しく、林床植生に乏しい。流域を

覆う土層は、標高の低い尾根部で厚いものの、標高

の高い上流域では比較的薄い。基盤の石英閃緑岩が

風化しやすい性質で、北東－南西方向の節理が発達

している地域に位置していることから、流域の地形・

地質にその影響が認められる。少なくとも深度 50

ｍまでは風化・亀裂が発達し、亀裂部の透水性は

10-5 ㎝ / 秒台であった。流域を構成する２沢共に源

頭部の湧水を水源としているものの、年間の流況が

異なることから、この差の原因について引き続き流

域の地下水流動機構および水収支の解明が必要であ

る。

（４）フチジリ沢・クラミ沢

　火山斜面に位置する本流域は、厚い火山灰、スコ

リア、溶岩および火砕流堆積物などの火山噴出物が

厚く堆積している。ボーリング調査により 40 ｍ以

上に及ぶ火砕流堆積物が確認され、透水係数は 10-7

～ 10-8 ㎝ / 秒と低かった。一般に比較的透水性が

よいといわれている火山斜面であるが、両沢共に中

流の河床に透水性の低い火砕流堆積物が露出する部

分があることと、この河床の影響と火山斜面の中腹
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の水文学的特性（Yamamoto, 前出）とが重なって、

年間を通して流水が認められると考えられる。しか

し、洪水時の流量はフチジリ沢の方が多い傾向が認

められ、流況が異なるので、その差の要因について

も引き続き現地調査と併せて流況解析を行う必要が

ある。

Ⅴ　おわりに

　試験流域の水循環モデル構築にあたり、４試験流

域でボーリング調査と現地踏査により地質を、そし

て流量調査により流況を調べ、各試験流域の水文地

質に係る自然特性を把握し、比較検討した。これら

の調査結果を踏まえて水循環基本モデルを構築し、

引き続き実施するモニタリング調査とそれに基づく

モデル検証に役立てたい。なお、モデル検証に合わ

せて、各流域調査で挙げられた課題についても、引

き続き調査を継続させる予定である。
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Ⅰ　はじめに

　宮ケ瀬湖上流域、津久井湖・相模湖上流域および

酒匂川流域の県内水源エリアをカバーする 3 次元

水循環モデルを開発した（図 1）。本水循環モデル

は、対象エリアの地形、植生・被覆、地下地層構造

を組み込んだ３次元数値モデルであり、気象条件の

時間・空間変化を与え、水源域における水・土砂移

動機構をシミュレーション解析する。森林保全のた

めの様々な施策は、樹冠や林床状態をモデルへ反映

させ、流況の安定化や土壌流亡等に対する影響を予

測する。水源エリアに設けられた試験流域では、対

照流域法のためのモニタリングが実施されている。

開発した水循環モデルから試験流域モデルを切り出

し、実測された流量ハイドログラフや浮遊砂の濃度

変化等との比較を通じて、水源エリアの水・土砂移

動機構を同定した。

　これまでに構築した試験流域の水循環モデルと関

連する基礎データは、自然環境保全センターの保有

する並列計算機システムへ各種の空間データ解析を

行うＧＩＳとともに実装済みである。今後は、新た

に取得されるモニタリングデータを用い、試験流域

毎の水・土砂移動機構の同定とモデルの検証を重

ね、県内水源域の水循環モデルとして品質を向上さ

せる。また、将来の様々な施策シナリオを組み込ん

だ予測シミュレーションを行い、よりわかり易い形

での施策効果の可視化と県民への情報提供を計画し

ている。

　本稿では、これまでに開発した水循環モデルおよ

び関連データの基本仕様について述べ、現状の到達

点と課題を明らかにし、今後の取り組みと方向性を

示す。

Ⅱ　水循環モデルの開発・整備状況

　平成 19 年より水循環モデルの開発に着手し、こ

れまでに県内水源エリアをカバーする宮ヶ瀬湖上流

*　　株式会社　地圏環境テクノロジー　（〒 101-0063　千代田区神田淡路町 2-1　KDX 神田淡路町ビル 3F）

**　神奈川県自然環境保全センター　研究企画部　研究連携課　（〒 243-0121　厚木市七沢 657）
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図１　水源の森林エリア：水循環モデルの整備範囲
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域、津久井湖・相模湖上流域および酒匂川流域（丹

沢湖上流域）の３流域で広域水循環モデルを整備し

た。また、水源エリア毎に選定された試験流域とし

て、大洞沢（宮ヶ瀬湖上流域）、貝沢（津久井湖上

流域）、ヌタノ沢・フチジリ沢（酒匂川上流域）の

４つの試験流域モデルを開発した。表１にこれらの

水循環モデルの概要と整備状況を示す。

　宮ケ瀬湖上流域はダム湖へ流入する早戸川、中津

川の両流域を包含する約 100 ㎢を計算領域とした。

計算領域内は水平解像度５ｍ～ 500 ｍの３次元格子

に分割（空間離散化）し、地形・地質、河川系等を

適切に表現した。試験流域となる大洞沢流域は、３

次元格子をさらに細分化した試験流域モデルを作成

した。津久井湖・相模湖上流域は山梨県側を含む桂

川・相模川上流域を包含する約 1,180 ㎢を計算領域

とした。対象が広域となるため３次元格子の水平解

像度は 20 ｍ～ 850 ｍとした。また、相模湖流入支

川の１つである貝沢流域を試験流域モデルとして作

成した。酒匂川流域（丹沢湖上流域）は西丹沢、南

足柄を包含する約 764 ㎢を計算領域とした。３次元

格子の水平解像度は 5ｍ～ 300 ｍとした。

　最も早くにモニタリングを開始した大洞沢流域

は、複数年にわたる流量観測データと解析結果との

比較により水循環モデルの検証が充実している。次

いで、貝沢流域、ヌタノ沢・フチヂリ沢流域のモニ

タリングが開始され、順次、観測データによる水循

環モデルの検証を進めてきた。

Ⅲ　水・土砂移動機構の数理モデリング

１　対象とする陸水・流砂連成系
　水源エリアの水・土砂移動機構の数値解析は、

陸水と流砂の相互影響を考慮した 3 次元解析を

適用した。解析プログラムには、地表水・地下

水連成解析を可能とする地圏流体シミュレータ

GETFLOWS(GEneral purpose Terrestrial fluid-

FLOW Simulator)（Tosaka，H. et al. 2000）に掃流

砂、浮遊砂の混合粒径土砂の移動と地盤床変動を考

慮したものを用いた（森ほか，2011）。

　図２に本検討で対象とする陸水・流砂連成系の概

念を示す。図中に示したプロセスは、地表水流動、

地下水流動、地表水・地下水相互作用（河川の伏没

や湧水等）、掃流砂移動、浮遊砂移動、沈降・巻上げ、

土壌流亡・堆積による地盤床変動、地盤床変動によっ

て生じる流況変化である。本研究では、これらの陸

水、流砂相互作用に関する個別輸送プロセスに加え

表１　開発中の水循環解析モデル一覧
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て、降雨、蒸発散、樹冠及び林床での降水遮断等の

水源エリアにおける陸面水文過程を一体的にモデル

化している。

２　支配方程式系
　陸水・流砂相互作用系の支配方程式は、地上、地

下における水及び空気の流動、地表水中の浮遊砂輸

送、移動限界を超えた土砂の流亡・移動・堆積によっ

て構成され、等温多成分流体を対象とした一般化ダ

ルシー則に基づく次の形式で表される。

　上式 (1) は単位時間、単位体積当たりの水、空気

2相圧縮性流体に関する質量保存則を示し、地表水

と地下水ではそれぞれ (2)、(3) 式に示す流速公式

で使い分けがなされる。ここに、∇は微分演算子（ナ

ブラ）、up は流速 (m/s)、Sp は飽和度 (–)、Mp は流

体の生成・消滅項 (kg/s)、∅は有効間隙率 (-)、　

ρ p は流体密度 (kg/m3 )、W は流路幅 (m)、Rh は径

深(m)、hは水深(m)、sfh は水深勾配と地形勾配の和、

n はマニングの粗度係数 (m-1/3s)、K は絶対浸透率

(m2)、krp は相対浸透率(-)、μ p は粘性係数(Pa ∙ s)、

Pp は流体圧力 (Pa)、gは重力加速度 (m2/s)、Z は基

準面からの距離 (m)、t は時間 (s) である。添字 p

は水(w)、空気(a)に関する諸量を示す。また、式(4)

は浮遊砂の移流拡散方程式を示し、乱流状態の地

表水流れによって輸送される砂粒子の平均的挙動

を表す。iは地盤床を構成する混合粒径成分を示し、

Rs,i は水流中の浮遊砂濃度 (m3/m3)、ρ s,i は流砂密

度 (kg/m3)、Ms,i は粒径成分の土砂生成・消滅項 (kg/

s) である。地盤床の標高変化は、土砂交換層の微

小体積について土砂収支式を考え、掃流砂量、浮遊

砂の沈降・巻上げ及び粘着性材料の侵食や不安定崩

壊等による土砂生産項を付加した (5) 式に従う。こ

こに、総和記号でまとめられた第 1項は非粘着性材

料に関する地形変化を示す。rBx,i,rBy,i は粒径成分 i

の単位幅当たりの掃流砂量 (m3/s/m)、ms,i は地盤床

の単位面積当たりの浮遊砂の沈降・巻上げによって

生じる正味の流砂量 (kg/s/m2) である。第 2 項 hc

は粘着性材料の侵食や崩壊等による地形変化 (m/s)

を示し、水分量、間隙圧等の地盤状態、粘土含有率、

粘着力、内部摩擦角等の地盤床材料の物性の関数と

考えられる。ξは地盤床の標高 (m) である。

３　３次元格子モデル
　上記の支配方程式系で記述された対象系（地上の

大気空間、地表面、地下領域）に対し、積分型有限

差分法を適用した３次元変形構造格子により空間離

散化する。

大気格子（大気層）：地上の大気格子は格子最上面

の第一層として表現される。接地境界層とも対応付

けられ、物理的には毛管圧力は 0（自由空間）で、

非常に大きな容量をもつ大気空間であることから間

隙率は数値的無限大とする。浸透率（透水係数に相

当）は非常に大きく、水飽和率が極めて小さな自由

空間として設定する。大気格子と地表格子間では圧

力勾配に従う流動が計算される。

地表格子（地表層）：大気層の下位層には、降水遮断、

蒸発散、河川や斜面を流れる地表水、湖沼・海洋の

停留水を表現する。地表水の移動は浅水流近似をし

たマニング型の開水路流れとして扱う。場所による

地表水の易動性の相違は、土地利用や被覆状態に依

存する等価粗度係数によって考慮される。地表層の

間隙率は通常 1.0 であり、毛管圧力は 0とする。地

図２　解析対象とする水循環系の概念
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下浸透・湧出においては疑似毛管圧と呼ばれる 2相

流物性に相当するパラメータを計算し、浸透・湧出

を整合的に表現する。

地下格子（地下地盤層）：地下格子では、一般化ダ

ルシー則に従う地層媒体中の水と空気の 2相流体流

動を表現する。地層の水理物性（間隙率、浸透率、

毛管曲線、相対浸透率曲線）は格子個々に与えられ

る。流体圧力と飽和率、濃度などが未知量として解

かれる。地下格子の最上層は土砂交換層として扱わ

れる。

Ⅳ　シミュレーションの手順

　水循環解析に用いる領域全体の初期条件は、自然

系本来の不均一性によってその設定は容易でない。

河川水を対象とした流出計算等では、しばしば評価

対象とする期間に対して一定の助走計算を付加する

ことで初期条件を作成する。また、地下水のみを対

象とした浸透流解析では、ある境界条件に対して求

めた定常流動場を初期条件として用いる。しかし、

地表水、地下水を区別せずに取り扱う水循環解析で

は、領域内の流速が数オーダにわたって異なること

がむしろ通常であり、どれくらいの期間の助走計算

を必要とするかは必ずしも明らかでない。水、空気

の共存する不飽和領域や流体物性に起因する強い非

線形性のため、定常解を得ること自体も困難な場合

も多い。そこで、本検討では過去から現在および将

来の時間的変遷に関連付けた以下のステップにより

シミュレーションを実施した（図３）。

１　自然流況の再現（ステップ１）
　水利用や土地改変等の人為的影響の無いかつての

自然状態の流況に対応付けた再現計算である。これ

は地下地層内のみを飽和させた仮の初期状態から、

流域の平均降水量を一定外力として与え続けた非定

常計算により行う。この非定常計算に用いる外力は、

流域の平均降水量から蒸発散量を差し引いた有効降

水量等として人為的要因は一切考慮しない。非定常

計算の時間経過とともに、領域内の流れは与えられ

た降水外力と流域内の地形、地質等の固有の場と平

衡した状態に達する。この平衡状態の計算結果は、

長期にわたる大スケールの流動系（バックグラウン

ド）の再現に対応する。

２　現流況の再現（ステップ２）
　季節変化や人為による影響を考慮した現流の再現

計算である。初期条件には上述の自然流況の再現結

果を用い、近年の気象データ（降水量、気温など）

や水利用データ（揚水、取排水など）を変動外力と

した非定常計算を行う。解析結果は、実測された河

川流量や地下水位等の変動データと比較し、観測

データとの相違から推定される水循環構造を同定す

る。この解析は、季節変化や水利用に対する影響が

及ぶ比較的短期間の小スケールの流動系の再現に対

応する。

３　シナリオに基づく将来予測（ステップ３）
　以上のステップは十分な再現性が得られるまで繰

り返し行われ、将来予測に用いる水循環モデルを確

定する。最終的な再現結果は、将来予測のための初

期条件として用いる。将来予測は水源エリアの樹冠、

林床、土壌の状態を施業と関連づけた任意のシナリ

オに基づき実施する。

Ⅴ　自然流況・現流況の再現

１　入力データ
　水循環モデルに用いる気象データは、気象庁アメ図３　自然流況の再現、現流況の再現および将来予測解手順
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ダスの降水量、気温を基本とした。相対湿度、風速、

日照時間等の他の気象要素は蒸発散量の算定に用い

た。試験流域モデルに与える気象データは現地観測

データによった。蒸発散量の算定は気象、樹冠、林

床状態の変化を考慮可能な Penman-Monteith 法を

用いた。地形モデルは、国土数値基盤情報 10m メッ

シュ標高データを用いた。試験流域モデルには航空

測量で得られた詳細な地形データを用いた。水源エ

リアの土地利用は、森林、草地、伐採地、崩壊地、

水域、市街地等が含まれるが、その大部分を森林が

占める。本研究検討では、国土数値情報細分メッシュ

土地利用データを基本とし、それぞれの土地利用区

分に応じた等価粗度係数を与えた。

２　宮ケ瀬湖上流域における再現性検討
　宮ケ瀬湖上流域の流量観測データを用いて、水

循環モデルの再現性を検証した。宮ケ瀬湖上流域

の全域を対象とした広域水循環モデルでは、2006

年の中津川地点のハイドログラフを再現した（図

４）。図５は初期条件として用いた自然流況におけ

る地表水深分布の再現結果を示したものである。大

洞沢の試験流域モデルでは、2009 年６月～ 2010 年

12 月において２地点の流量ハイドログラフを再現

した（図６）。いずれも、観測流量データを良好に

再現し、構築モデルの妥当性を確認することができ

る。図７は 2005 年７月９日 20 時～翌午前２時に

観測された浮遊砂濃度と再現結果を比較したもので

ある。両者の全体的傾向は整合的であり、特に 24

時以降の降雨停止後の濃度低下の過程は良く再現さ

れている。しかし、観測された浮遊砂濃度は降雨量

とは時間的にずれて（遅れて）増減する傾向がみ

られるのに対し、解析結果は降雨と浮遊砂濃度の

増減がほぼ同時に発生する結果となった（森ほか、

2011）。森林斜面を含めた降雨時の土砂生産（浸食）、

移動、堆積の各機構のモデル化には、本研究で考慮

しなかった雨滴衝撃による浸食や粘着性斜面の浸

食・堆積を対象とするものも考案されている（例え

ば、M.A.Kabiar, et al. 2011,Qihua Ran et al. 

2007）。今後、対照試験流域で取得される実測デー

タの蓄積とともに解析手法の改良と再現性を検証す

図４　解析流量と観測流量の比較（中津川）

図５　宮ケ瀬湖上流域の地表水深分布

図６　解析流量と観測流量の比較（大洞沢）
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る。

　上述したステップ１、２の試行錯誤の結果、森林

土壌（表土層）に対して同定された水理パラメータ

は、透水係数 5× 10-4 ㎧、有効間隙率 30% となった。

表土層下の風化岩層は透水係数 10-6 ～ 10-4 ㎧、有

効間隙率 10% となった。一部に周囲より透水係数の

高い（10-3 ㎧オーダ）小流域の分布が推定されたが、

これらは地すべり崩壊土の分布域に対応すると考え

られた。

３　津久井湖・相模湖上流域における再現性検討
　津久井湖・相模川湖上流域の広域水循環モデルは、

ステップ１で実施した自然流況の再現結果を用い、

神奈川県温泉地学研究所で実施された全 42 地点の

一斉流量調査データ（宮下ほか，2004）と比較した。

図８に計算流量と観測流量の比較結果を示す。観測

流量には、流域上流の発電や利水による人為的影響

が含まれるが、大部分の地点で両者は２倍以下の差

異で一致する。貝沢流域を対象とした試験流域モデ

ルでは、上流４地点の流量ハイドログラフを比較し

た。いずれの地点においても観測流量と計算流量の

良好な一致を確認した。このうちの２地点の比較結

果を図９に示した。試行錯誤により同定された水理

パラメータは、森林土壌の透水係数は2.5× 10-4 ㎧、

風化岩層は 10-7 ㎧となった。有効間隙率はいずれ

も 20% 程度となった。

４　酒匂川流域における再現性検討
　酒匂川流域の広域水循環モデルは、既往文献に基

づく足柄平野内の流量観測データ、地下水位等高線

との比較を行い、おおむね良好な再現性が得られて

いることを確認した。しかし、酒匂川上流域の水源

エリアでの観測データは限定的であり、構築モデル

の再現性検証は今後の課題である。試験流域である

ヌタノ沢およびフチヂリ沢・クラミ沢の水循環モデ

ルは、晴天時の限られた流量観測データとの比較を

行った段階である。それによると、現モデルではフ

チヂリ沢、クラミ沢の再現結果は、地表流出がほと

んど発生せず、地下水位が極端に低下する傾向と

なった。このことから、水源エリアに分布する箱根

外輪山噴出物に与えた透水係数 1.0 × 10-5 ㎧は過

大であると推定されたる。

図８　解析流量と観測流量の比較（津久井湖・相模湖上流域）

図９　解析流量と観測流量の比較（貝沢）

図 7　大洞沢における浮遊砂濃度の再現結果と観測値の比較
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Ⅵ　シナリオに基づく将来予測

１　将来予測シミュレーションの方法
　森林保全のための各種対策や施業が水源エリアの

水・土砂輸送挙動へ与える影響を評価するためのシ

ナリオ解析を検討した。具体的には、検討対象とす

る施業オプションを設定し、それらを反映する場と

状態変化を記述するパラメータの候補を抽出・整理

した。施業に対する樹冠・林床状態の変化は、既往

の研究成果や経験的知見をもとに予めシナリオ化

し、それぞれに対してパラメータとの関連付けを

行った。

　検討対象とする施業オプションは、①皆伐・間伐

（強度の違い）、②シカ植生保護柵の設置、③目標林

相（複層林、巨木林）への誘導など、とした。図

10 にシナリオ解析で考慮する場の概念示す。大気

層の気象条件は一定とし、樹層、地表層、表土層を

考慮する。施業の具体的内容は、シカ植生保護柵の

設置、皆伐・植栽、強間伐、弱間伐、放置の５ケー

スとし、それぞれのケースでパラメータとの関係を

表２に示すとおり設定した。各パラメータの具体的

数値は既往文献を参考に仮定した（中野，1977：塚

本，2006）。また、それぞれのパラメータの取り得

る一般的な幅を整理し、基本ケースに用いる組み合

わせを検討した。施業後の林相、樹冠・林床状態の

変化は、施業前、対策直後、回復期の各期間に対し

て定義されたシナリオに基づいた。各期間では施業

と関連付けたパラメータを与え、その影響を予測し

た。パラメータ変化の与え方は、各期間の切り替わ

りで瞬時に完了するものと仮定し、その変化による

新たな平衡状態を解析した。

２　結果と考察
　宮ケ瀬湖上流の大洞沢試験流域に対して、上述の

シナリオ解析を適用した。大洞沢への流入支川であ

る２つの小流域の流量観測地点（No. ３、No. ４）

での流況曲線をシナリオ間で比較した（図 11）。い

ずれも基本ケースに対する放置時（D-B）の流量低

下が顕著であり、その量は 100 ㎥ /日～ 300 ㎥ /日

である。放置シナリオでは、シカの採食圧によって

下層植生が衰退し、表土層のクラスト化等の原因に

よって浸透能が低下することが考慮されている。他

のケースは、基本ケースとの違いは大きくないが、

流況を安定化（ピーク流量を減少させ、低水、渇水

流量を増加）する方向へシフトする傾向がみられる。

透水性のよい崩土層の分布が推定されている No. ４

流域は、No. ３流域より地下水位が低いため、特に

図 10　シナリオ解析で考慮する場の概念

表２　施業とモデルパラメータの関係付け
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放置時の流量低下量が大きい。また、No. ４流域は

他の施業に対する流況安定化の感度が鈍く、いずれ

もケース間の変化が明瞭でない。

　同じ地点における土砂流出量についてシナリオ間

の相違を比較した（図 12）。いずれの流域も放置時

の土砂流出量の増加は顕著である。累積土砂量は

No.３流域で約８㎥、No.４流域で約 60㎥となった。

No. ４流域で極端に増加する原因は、表土層の浸透

能低下によって発生する地表流出が No. ４流域と隣

接する上流域を含めた影響を受けたためである。シ

カ植生保護柵や間伐等の施業による流況安定化の傾

向は、上記と同様に No. ４流域より No. ３流域が顕

著である。

Ⅶ　まとめ

　水源エリアの水・土砂環境変化を定量的に予測す

るための水循環モデルを開発し、現地におけるモニ

タリングデータを用いた検証と施業シナリオに基づ

いた将来予測の検討に着手した。

本研究の検討成果は次のようにまとめられる。

・　水源エリア内の流域特性が異なる４試験流域を

選定し、水・土砂移動機構を解析する広域及び

試験流域スケールの 3次元水循環モデルを開発

した。このうち、現地モニタリングが先行して

いる大洞沢及び貝沢試験流域について、複数地

点で観測された河川流量や浮遊砂濃度データ

等との比較を行い、構築モデルの再現精度を検

証した。

・　再現性が検証された試験流域モデルを用い、皆

伐・間伐、植生保護柵、放置等の森林施業の複

数のシナリオに沿った予測解析を試行した。本

検討では、樹層、地表層、表土層に対して適切

なパラメータを与えることにより、蒸発散、流

出及び地下浸透・流動に与える影響を予測・評

価できる見通しを得た。

　なお、森林施業のシナリオ構築と予測解析には、

想定する森林の状態設定とパラメータの評価がとり

図 11　シナリオ別の流況変化　

図 12　シナリオ別の累積土砂流出量の変化　
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わけ重要である。また、試験流域モデルで同定され

たパラメータを広域水循環モデルに用いた際のパラ

メータの適用性検証についても十分な吟味が必要で

ある。特に土砂生産・移動・堆積に関する解析パラ

メータは、対象領域の植生被覆や土壌状態の空間分

布等と関係付けられるものであり、現時点で広域水

循環系の全域について十分な検証が行えているわけ

ではない。

　今後は最新の現地モニタリングデータを用いた水

循環モデルの精度評価と新たに得られたデータや知

見をモデルへ反映するとともに、各種施業シナリオ

に対する予測解析を充実させる。また、シミュレー

ション結果の評価には、降水量に対する蒸発散、流

出の現象に与える影響を水源エリアの水収支変化と

して数値化し、シナリオ間で比較検証する。
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

付表 1　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地域別リスト
表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢

瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 淵① 淵②

2007年 2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2007年
12月 12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 12月

1 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Dugesia japonica 38 2 5 13 29 7 16 7 14
2 Prostoma属 Prostoma sp.
3 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina
4 ﾏﾒｼｼﾞﾐ属 Pisidium sp.
5 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 Lumbriculidae gen. sp.
6 ﾋﾒﾐﾐｽﾞ科 Enchytraeidae gen. sp. 1 1 2
7 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Nais sp. 14 47 32
8 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ亜科 Naidinae gen. sp.
9 ﾅｶﾞﾚｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Rhyacodrilinae gen. sp.

10 ｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Tubificinae gen. sp. 4 2 1 2 1 1 2
11 ｼﾅﾉﾋﾞﾙ Myxobdella sinanensis
12 無吻蛭目 Cylicobdellidae gen. sp.
13 ﾀﾏﾐｽﾞﾀﾞﾆ属 Mideopsis sp.
14 ｹｲﾘｭｳﾀﾞﾆ属 Torrenticola sp.
15 ﾒｸﾗﾖｺｴﾋﾞ属 Pseudocrangonyx sp.
16 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani 1 1
17 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属 Ameletus sp. 3 42 10
18 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Alainites yoshinensis 22 7 4 5 39 4 22 38 31 1 25
19 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica 1 1
20 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis
21 ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ Baetis taiwanensis
22 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus 6 1 2 1 5 1 30 65 70 1
23 Fｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sp. F 5 1 1 10 10 4 37 34
24 ﾌﾀﾊﾞｶｹﾞﾛｳ属 Cloeon sp.
25 Iｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. I
26 ﾋﾒｳｽﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Procloeon sp.
27 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞｶｹﾞﾛｳ Dipteromimus tipuliformis
28 ｵﾋﾞｶｹﾞﾛｳ Bleptus fasciatus
29 ﾐﾔﾏﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Cinygmula sp. 6 10 3
30 ﾄﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tigris
31 ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tobiironis 2 15 12 4
32 ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Ecdyonurus  sp. 1 2 1 1 4 1
33 ﾏﾀﾞﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属（新称） Electrogena sp.1
34 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus latifolium 1 1
35 ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus nipponicus 2 1 3 3 34
36 ｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kihada 1
37 ｷｮｳﾄｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kyotoensis
38 ｳｪｽﾄﾝﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia westoni
39 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属 Paraleptophlebia sp. 6 2 2 11 1 2 2 7 131 20
40 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica 2 1 2 1 1 21 5
41 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella elongatula 2 1
42 ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella ishiyamana
43 ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes temporalis
44 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ属 Lestes sp.
45 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia
46 ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa
47 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属 Mnais sp.
48 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ Epiophlebia superstes 1 1
49 ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ Anaciaeschna martini
50 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planae gen. sp.schna milnei
51 ﾔﾌﾞﾔﾝﾏ Polycanthagyna melanictera
52 ﾔﾝﾏ科 Aeschnidae gen. sp.
53 ｸﾛｻﾅｴ Davidius fujiama
54 ﾋﾒｸﾛｻﾅｴ Lanthus fujiacus
55 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Stylogomphus suzukii
56 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 Gomphidae gen. sp.
57 ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii
58 ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ Somatochlora uchidai
59 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 Capniidae gen. sp. 2 1 6 5
60 ﾎｿｶﾜｹﾞﾗ科 Leuctridae gen. sp.
61 ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Amphinemura sp. 9 3 4 31 30 20 33 48 5
62 ｸﾛｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ Indonemoura nohirae
63 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Nemoura sp. 2 1 2 14 1 5
64 ﾕﾋﾞｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Protonemura sp. 1
65 ﾉｷﾞｶﾜｹﾞﾗ Cryptoperla japonica 1 1
66 ｼﾀｶﾜｹﾞﾗ科 Taeniopterygidae gen. sp. 1
67 ｾｽｼﾞﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ属 Sweltsa sp.
68 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 Chloroperlidae gen. sp. 1 6 4 1 1 9 14
69 ｴﾀﾞｵｶﾜｹﾞﾗ Caroperla pacifica
70 ｺﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ属 Gibosia sp.
71 ｸﾛﾋｹﾞｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria quadrata 1 2 3 37 1 2 5 3
72 ｳｴﾉｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria uenoi
73 ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Kamimuria sp.
74 ﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ Kiotina pictetii 1 1
75 ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Neoperla sp. 12 5
76 ﾔﾏﾄｶﾜｹﾞﾗ Niponiella limbatella 1 1 1 7 10

和名 学名
№

種名
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢

淵③ 淵① 淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 全 全 全 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 淵①

2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2008年 2008年 2007年 2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年
12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 4月 7月 12月 12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月

1 3 20 16 4 3 6 13 15 16
2
3
4
5
6 1
7 34 18 46 4 1
8
9

10 2 2 1
11
12
13
14
15
16 1 1 2 1 1 1
17 16 21 27 39 3 4 3 1 2 10
18 3 4 1 2 2 1 7 6 3 7 3 5 16 14 2 5 4
19 6
20
21
22 2 2 3 4 2 4 8 44 8 52 2 16 14 5 71 44 32
23 21 4 12 3 32 36 7 5 2 19 1 16 8 1 32
24
25 45 90 24 2 3 14 2
26
27
28
29
30 18 12 20 8 1
31 7 1 2 16 3 18 4 11 14 6 6
32 1 11 11 8 5 1 2 2 1 4
33
34
35 1 4 11 3
36
37
38 3 9 38 6 1
39 24 33 38 70 14 45 11 2 15 1 27
40 9 26 22 2 8 1 16 2 5 1 2 4 1
41 9
42
43
44
45
46
47
48
49
50 1 5 9 4
51
52
53 1
54 2 1
55
56
57
58
59 5 3 1 8 2 4 2 1 1 222
60 1 2 2
61 6 7 7 4 6 3 1 6 5 10 6 1 23 49 28 6 7
62
63 1 16 21 2 3 1 6 1 9 22 19 9 26 19 1 6 2 154
64 4 2 1
65 1 1 3 2
66
67
68 6 9 1 2 2 2 3 4 10 8 3 3 4 8
69 2
70 2
71 6 4 16
72 1
73
74 2
75 5 5 4 1 1
76 3 6 4 2 1 1 3 1 1 2

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢

瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 淵① 淵②

2007年 2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2007年
12月 12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 12月

77 ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ Oyamia lugubris
78 ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ属 Togoperla sp.
79 ｶﾜｹﾞﾗ科 Perlidae gen. sp. 6 1 16
80 ｾｽｼﾞｸｻｶﾜｹﾞﾗ Isoperla towadensis
81 ｸｻｶﾜｹﾞﾗ属 Isoperla sp.
82 ｺｸﾞｻﾋﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Ostrovus sp. 1 1
83 ﾋﾛﾊﾞﾈｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ Pseudomegarcys japonica 27 31 35 2
84 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ科 Perlodidae gen. sp. 4 2
85 ｵｵｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius elongatus
86 ﾔｽﾏﾂｱﾒﾝﾎﾞ Macrogerris insularis
87 ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ Metrocoris histrio
88 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ Ranatra chinensis
89 ﾏﾂﾓﾑｼ Notonecta triguttata
90 ﾀｲﾘｸｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes continentalis
91 ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes japonicus 1 1
92 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis
93 ｼﾛｶｹﾞﾛｳ科 Nevrorthidae gen. sp. 1
94 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科 Osmylidae gen. sp. 1
95 ｱﾐﾒｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Arctopsyche sp. 1
96 PBｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ Parapsyche sp. PB
97 ｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ属 Parapsyche sp. 1
98 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche infascia
99 ｷﾌﾞﾈﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Diplectrona kibuneana 5 3 1 1

100 Diplectrona sp. DA Diplectrona  sp. DA 6
101 Diplectrona sp. DC Diplectrona sp. DC 1 1
102 ﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Diplectrona sp.
103 ｼﾛｽﾞｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche albicephala 2 14
104 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis
105 ｾﾘｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche selysi 1 4
106 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 Hydropsychidae gen. sp.
107 ｺﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Chimarra sp.
108 Dolophilodes sp. DA Dolophilodes sp. DA
109 Dolophilodes sp. DB Dolophilodes sp. DB 1 1
110 Dolophilodes sp. DC Dolophilodes sp. DC
111 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Dolophilodes sp.
112 ﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Wormaldia  sp. 2 1
113 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp. 6 9 2
114 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 Polycentropodidae gen. sp.
115 Tinodes属 Tinodes sp.
116 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Psychomyiidae gen. sp.
117 ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Agapetus sp.
118 ﾆｯﾎﾟﾝﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma hospitum 1
119 ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma ussuricum
120 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Glossosoma sp.
121 ﾂﾒﾅｶﾞﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Apsilochorema sutshanum 1 5 9 8 1 2
122 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Hydroptila sp. 1 1
123 ｶｸﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Stactobia sp.
124 ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila brevicephala
125 ｸﾚﾒﾝｽﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila clemens
126 ﾀｼﾀﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila impar 3 1 4
127 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kawamurae 1 3 1
128 ｸﾗﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kuramana
129 ﾚｾﾞｲﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila lezeyi 1 1
130 ｼｺﾂﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila shikotsuensis 1 2 1
131 ﾄﾗﾝｽｸｨﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila transquilla
132 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属(Anatina group) Rhyacophila sp. (Anatina  group)
133 Rhyacophila sp. RM ? Rhyacophila sp. RM ?
134 Rhyacophila sp. X-1 Rhyacophila sp. X-1
135 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Rhyacophila sp. 1 15 3
136 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Apatania sp. 1
137 ﾊﾅｾﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema hanasense 1 1
138 ﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema quadriloba 1 1
139 ｳｴﾉﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema uenoi 7 2 8 39 7 4
140 ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ Anisocentropus kawamurai
141 ｸﾛﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera nigrosoma
142 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Helicopsyche sp.
143 ｵｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma crassicorne
144 ｻﾄｳｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma satoi
145 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma sp. 2 3 2 4 6 1 12 6
146 ｸｻﾂﾐﾄﾋﾞｹﾗ属 Oecetis sp.
147 ﾔﾏｶﾞﾀﾄﾋﾞｲﾛﾄﾋﾞｹﾗ Nothopsyche yamagataensis
148 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ Molanna moesta
149 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Molanna sp.
150 ﾖﾂﾒﾄﾋﾞｹﾗ Perissoneura paradoxa
151 ﾌﾀｽｼﾞｷｿﾄﾋﾞｹﾗ Psilotreta kisoensis
152 ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ Eubasilissa regina
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢

淵③ 淵① 淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 全 全 全 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 淵①

2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2008年 2008年 2007年 2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年
12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 4月 7月 12月 12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月

77
78
79 9 11 23 1 1 1
80 2 1
81
82
83 10 2 4 35 36 11 2
84 2
85
86
87
88
89
90
91 2 1 1 1 1 1
92
93 3 1 2 1
94
95 1
96
97 1
98
99 1 1 4 5 3 10 1

100 1
101 1 1 8 1 2 1
102
103 1
104
105 4 1
106
107
108
109 3 1 1 1 6
110
111
112 1 19 2 1 3 1
113 8 5 8 3 3 29 11 5 2 2 1
114
115
116
117
118
119
120
121 4 9 4 4 4 2 3 3 8
122 5 8 22 1 1
123 1
124
125
126 2
127 2 1 1 1 2
128
129 1
130 2 1 3 3 2
131 1
132
133
134
135 2 1 1
136
137 4 2 2
138
139 1 4
140
141 1
142
143 3
144
145 11 14 20 37 20 12 50 22 9 1 1 1 2 5 2 5 3
146
147
148
149
150
151
152

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢

瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 淵① 淵②

2007年 2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2007年
12月 12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 12月

153 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ Phryganopsyche latipennis
154 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ属 Phryganopsyche sp.
155 ｸﾛﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Uenoa tokunagai 1
156 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha sp. 6 3 8 8 2 4 1
157 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾐﾔ属 Dicranomyia sp.
158 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾀ属 Dicranota sp. 2 1 2 4
159 ｴﾘｵﾌﾟﾃﾗ属 Erioptera sp.
160 Eriocera亜属 Hexatoma (Eriocera ) sp. 1 2 1 2 3 1 3 8
161 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma sp.
162 ﾘﾌﾟｿｽﾘｯｸｽ属 Lipsothrix sp.
163 ｶｽﾘﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Limnophila sp. 1 2
164 ｵﾙﾓｼｱ属 Ormosia sp.
165 ﾀﾞｲﾐｮｳｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Pedicia sp.
166 Pilaria属 Pilaria sp.
167 Prionocera属 Prionocera sp.
168 Arctotipula亜属 Tipula (Arctotipula ) sp. 1
169 Nippotipula亜属 Tipula (Nippotipula ) sp.
170 Yamatotipula亜属 Tipula (Yamatotipula ) sp.
171 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula sp.
172 ｳﾛﾓﾙﾌｧ属 Ulomorpha sp.
173 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 Tipulidae gen. sp.
174 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞﾀﾞﾏｼ科 Trichoceridae gen. sp. 1
175 ｱﾙﾌﾟｽｺﾏﾄﾞｱﾐｶ Agathon montanus bispinus
176 ﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris longirostris
177 ｺﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris minor
178 ﾋﾒｱﾐｶ属 Philorus sp.
179 Pericoma属 Pericoma sp. 2 1
180 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Psychodidae gen. sp.
181 ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae gen. sp. 2 2 4 1
182 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Ablabesmyia sp.
183 ﾐｽﾞｺﾞｹﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Alotanypus sp.
184 ｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Brillia sp. 1 2 1 3 2 3
185 ｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Boreochlus sp.
186 ﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Chaetocladius sp. 1
187 ﾕｽﾘｶ属 Chironomus sp.
188 ｴﾀﾞｹﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Cladotanytarsus sp. 2 1
189 ﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Conchapelopia sp.
190 ｺﾅﾕｽﾘｶ属 Corynoneura sp. 2 1 2 7
191 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Cricotopus sp. 8 1 20
192 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus sp.
193 ｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Demicryptochironomus sp. 1
194 ﾔﾏﾕｽﾘｶ属 Diamesa sp. 2 6 1 1
195 ｴﾗﾉﾘﾕｽﾘｶ属 Epoicocladius sp. 3
196 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella sp. 1 3 4 3
197 ｹﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Gymnometriocnemus sp.
198 ｺﾌﾞﾅｼﾕｽﾘｶ属 Harnischia  sp.
199 ｷﾘｶｷｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Heterotrissocladius sp.
200 ｼﾛﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Krenopelopia sp. 8 14 8 5 6 6 12
201 ｼﾐｽﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Krenosmittia sp.
202 ﾎﾞｶｼﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Macropelopia sp.
203 ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 Micropsectra sp. 6 1 1 2 1 2 4 8 5 5
204 ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 Microtendipes sp.
205 ﾋﾄﾂﾄｹﾞﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Monopelopia sp.
206 ﾓﾝﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Natarsia sp.
207 ﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Neobrillia sp. 1 1 1 1 2
208 ｺﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Nilotanypus sp. 2
209 Symposiocladius亜属 Orthocladius (Symposiocladius ) sp.
210 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius sp. 2 9 2 1 1 3 1
211 ｵｵﾕｷﾕｽﾘｶ属 Pagastia sp.
212 ﾆｾｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Paraboreochlus sp.
213 ﾆｾﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parachaetocladius sp.
214 ﾆｾﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Paracricotopus sp. 1 4
215 ﾋｹﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parorthocladius sp.
216 ｺｼｱｷﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Paramerina sp. 2 2
217 ﾆｾｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parametriocnemus sp. 14 3 2 6 5 22 24 18 1
218 ｹﾅｶﾞｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Paraphaenocladius sp. 1
219 ｶﾜﾘﾕｽﾘｶ属 Paratendipes sp.
220 Paratrissocladius属 Paratrissocladius sp.
221 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum sp. 2 2 4 4 63 11 20 69 52 3 35
222 ｶﾕｽﾘｶ属 Procladius sp.
223 ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Rheocricotopus sp. 2 2
224 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia sp. 1 2 2
225 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp. 6 3 5 6 4
226 ｺｹｴﾘﾕｽﾘｶ属 Stilocladius sp.
227 ｷｻﾞｷﾕｽﾘｶ属 Sergentia sp.
228 ﾑﾅｺﾌﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellina sp. 1 5
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢

淵③ 淵① 淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 全 全 全 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 淵①

2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2008年 2008年 2007年 2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年
12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 4月 7月 12月 12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月

153 3
154
155 10 2
156 1
157
158 1 1 5 1 1 1 1 1 1 5 5 5
159
160 1 7 3 2 1 1 1 5 7 13 1 2 4
161
162
163 1 1 1
164
165
166
167 1 2 1 2 1
168 1 1 1
169 1 1 1 1
170
171
173
172
174 2 1 1 1
175 1
176
177
178
179 1
180 1
181 1 2 1 6 6 8 1 1 1 1 1 2
182
183
184 4 1 1 2 3 7 1 4 2
185 1
186
187
188 1 1
189
190 2 4 3 1 3 2 6 1 4 1 6
191 6 1
192
193 3 1
194 3
195 1 4 4 2 6
196 49 10 6 1
197
198
199
200 13 14 14 2 41 18 88 1 4 1 1 2 1 3
201 2
202
203 2 1 3 10 6 1 3 2 21 29 34 2 5 8
204 1 2 6
205
206
207 2 1 1 3 2 10 1 1 1
208 1 1
209
210 1 16 2 4 1 8 1 6
211
212
213 1 1 1
214
215
216 1 1 26 6 1 1
217 1 4 4 48 14 1 1 12 1 2 12 12 13 76 36 23
218
219
220
221 11 16 94 157 10 11 41 2 7 175 19 17 40 5 7 12 2
222
223 8 15 5 3 1
224 9 3 3 2 2
225 1
226 2
227
228 8 53 3
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢

瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 淵① 淵②

2007年 2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2007年
12月 12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 12月

229 ｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellinella sp. 1 4
230 ﾊﾑｸﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Stenochironomus sp.
231 ﾕｷﾕｽﾘｶ属 Syndiamesa sp. 1 10 6 8
232 ﾔﾄﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Symbiocladius sp. 1
233 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus sp. 1 7 5 3 15 5
234 ﾇｶﾕｽﾘｶ属 Thienemanniella sp.
235 ﾄｸﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tokunagaia sp. 1 1 2 2
236 ﾊﾔｾﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Trissopelopia sp.
237 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tvetenia sp. 2 6 16 4 4 2 2
238 ﾆｾｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Zavrelia sp.
239 ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 Pentaneurini 1 5 6 3 15 1 2
240 ﾕｽﾘｶ亜科 Chironominae gen. sp.
241 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae gen. sp.
242 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae gen. sp.
243 ﾕｽﾘｶ科 Chironomidae gen. sp. 2 1
244 ﾊﾏﾀﾞﾗｶ属 Anopheles sp.
245 ﾅﾐｶ亜科 Culicinae gen. sp.
246 ﾎｿｶ属 Dixa sp. 1 2 1 2
247 ﾐｴﾐﾔﾏﾌﾞﾕ Eusimulium mie
248 ﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ属 Eusimulium sp.
249 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium sp. 1
250 ﾕｽﾘｶﾊﾞｴ科 Thaumaleidae gen. sp. 1
251 ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Asuragina caerulescens
252 ｱﾌﾞ科 Tabanidae gen. sp. 1
253 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae gen. sp.
254 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 Empididae gen. sp. 2 2 2 1 2
255 ｸﾛｽﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Agabus conspicuus
256 ｺｸﾛﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus insolitus
257 ｻﾜﾀﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus sawadai
258 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus suturalis
259 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ亜科 Colymbetinae gen. sp.
260 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 Dytiscidae gen. sp. 1 5
261 ﾐｽﾞｽﾏｼ Gyrinus japonicus
262 ﾖｼﾄﾐﾀﾞﾙﾏｶﾞﾑｼ Hydraena yoshitomii
263 ﾏﾙｶﾞﾑｼ Hydrocassis lacustris
264 ｺｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles inornatus
265 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles wilsoni
266 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Elodes sp.
267 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Odeles sp.
268 ｹｼﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Hydrocyphon sp.
269 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ Dryopomorphus extraneus
270 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ属 Dryopomorphus sp.
271 ﾂﾔﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ Optioservus nitidus
272 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Elmidae gen. sp.
273 ﾋﾒﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax pellucidus 4 4 4 2 1 2
274 ﾁﾋﾞﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Macroeubria lewisi
275 ﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Schinostethus brevis
276 Epilichas属 Epilichas sp.
277 ﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ科 Ptilodactylidae gen. sp. 1

個体数合計 154 72 52 101 412 131 287 443 470 333 259
出現種類数 33 27 19 35 45 38 46 48 47 29 34
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231付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 上流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢

淵③ 淵① 淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 全 全 全 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 瀬① 瀬② 瀬③ 淵①

2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2008年 2008年 2007年 2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年
12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 4月 7月 12月 12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月

229 24 1 41 7 53 4
230
231 6 4 8 1 11 5 1 3
232 1 3 2
233 6 2 6 8 7 4 2 19 22 9
234 1 1 1 1
235 1 1
236
237 1 1 1 2 94 4 8 7 1 2 2 2 7
238 8 12 34
239 1 12 2 2 5 3
240
241
242
243
244
245
246 1 5 4 1 5 1 1 5
247
248 2 2 17
249 1 1 1
250 2 1
251
252 1
253
254 2 1 2 2 1
255
256 1 1
257 1
258
259
260 1 2
261
262 1 2
263 1 2 4
264
265
266 1 1
267
268 1
269
270
271
272 1
273 9 4 1
274 1 1
275
276
277 1

172 278 540 474 394 356 534 131 114 249 417 152 77 170 245 205 298 235 169 482
32 34 39 35 45 49 44 39 35 54 25 25 21 31 34 22 39 33 23 17

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢

淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 全 全 全

2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2008年 2008年
12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 4月 7月

1 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Dugesia japonica 2 11 1 1 6
2 Prostoma属 Prostoma sp.
3 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina
4 ﾏﾒｼｼﾞﾐ属 Pisidium sp.
5 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 Lumbriculidae gen. sp.
6 ﾋﾒﾐﾐｽﾞ科 Enchytraeidae gen. sp. 3 1
7 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Nais sp.
8 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ亜科 Naidinae gen. sp.
9 ﾅｶﾞﾚｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Rhyacodrilinae gen. sp.

10 ｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Tubificinae gen. sp. 2
11 ｼﾅﾉﾋﾞﾙ Myxobdella sinanensis
12 無吻蛭目 Cylicobdellidae gen. sp.
13 ﾀﾏﾐｽﾞﾀﾞﾆ属 Mideopsis sp.
14 ｹｲﾘｭｳﾀﾞﾆ属 Torrenticola sp.
15 ﾒｸﾗﾖｺｴﾋﾞ属 Pseudocrangonyx sp.
16 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani 1 1 1
17 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属 Ameletus sp. 3 2 2 2 6
18 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Alainites yoshinensis 8 15 11 4 3 2 1 5 7 1
19 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica
20 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis
21 ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ Baetis taiwanensis
22 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus 1 5 3 1 83 1 7 18
23 Fｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sp. F 38 6 2 6 2 10 4 8 4
24 ﾌﾀﾊﾞｶｹﾞﾛｳ属 Cloeon sp.
25 Iｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. I 31 55 17 1 14 19 2 9
26 ﾋﾒｳｽﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Procloeon sp.
27 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞｶｹﾞﾛｳ Dipteromimus tipuliformis 1
28 ｵﾋﾞｶｹﾞﾛｳ Bleptus fasciatus
29 ﾐﾔﾏﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Cinygmula sp.
30 ﾄﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tigris 7 10 27 7
31 ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tobiironis 10 5 14 3 1 13 34
32 ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Ecdyonurus  sp. 12 1 1
33 ﾏﾀﾞﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属（新称） Electrogena sp.1
34 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus latifolium
35 ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus nipponicus 1
36 ｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kihada
37 ｷｮｳﾄｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kyotoensis
38 ｳｪｽﾄﾝﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia westoni 12 17 47 11
39 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属 Paraleptophlebia sp. 9 1 10 4 6 3 1 5
40 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica 10 24 1 51 7 12 9 3 3 5
41 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella elongatula 1
42 ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella ishiyamana
43 ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes temporalis
44 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ属 Lestes sp.
45 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia
46 ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa
47 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属 Mnais sp.
48 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ Epiophlebia superstes
49 ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ Anaciaeschna martini
50 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planae gen. sp.schna milnei 2 3 2 2
51 ﾔﾌﾞﾔﾝﾏ Polycanthagyna melanictera
52 ﾔﾝﾏ科 Aeschnidae gen. sp.
53 ｸﾛｻﾅｴ Davidius fujiama
54 ﾋﾒｸﾛｻﾅｴ Lanthus fujiacus
55 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Stylogomphus suzukii
56 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 Gomphidae gen. sp.
57 ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii
58 ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ Somatochlora uchidai
59 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 Capniidae gen. sp. 6 36 2 12
60 ﾎｿｶﾜｹﾞﾗ科 Leuctridae gen. sp. 1 1
61 ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Amphinemura sp. 8 10 6 3 2 4 3
62 ｸﾛｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ Indonemoura nohirae
63 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Nemoura sp. 25 81 21 9 1 5 40 25
64 ﾕﾋﾞｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Protonemura sp. 5
65 ﾉｷﾞｶﾜｹﾞﾗ Cryptoperla japonica
66 ｼﾀｶﾜｹﾞﾗ科 Taeniopterygidae gen. sp.
67 ｾｽｼﾞﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ属 Sweltsa sp.
68 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 Chloroperlidae gen. sp. 2 1 5 2 1 3
69 ｴﾀﾞｵｶﾜｹﾞﾗ Caroperla pacifica 1 2
70 ｺﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ属 Gibosia sp.
71 ｸﾛﾋｹﾞｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria quadrata 1
72 ｳｴﾉｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria uenoi
73 ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Kamimuria sp.
74 ﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ Kiotina pictetii
75 ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Neoperla sp. 1
76 ﾔﾏﾄｶﾜｹﾞﾗ Niponiella limbatella 2 1 1
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233付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.1+2 No.1+2
瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 淵

2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2010年 2010年
8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 2月 2月

1 7 12 2 2 4 6 4 6 11 6 2 5 5 1 1
2
3
4 1 1 1
5 1 1
6 1
7 1 2 2 13 3 3
8
9

10 3 7 2 4 3
11 2
12 1
13
14 2
15
16 1 1 2 1 5 2 4 6 6 3 3 2 1 7 1 2
17 12 3 1 21 5 4 4 3
18 1 1 1 3 3 5 4 5 1 2 1 1 4 1
19
20
21
22 15 21 20 4 2 18 4 10 1 5 16 2 1
23 3 1 10 15 10 1 14 1 18 36 10 14 7 16
24
25 1 3 5 1 3 5 5 1
26
27 3 1 2 1 1
28 1 2 1 4 1 1
29 3 1 4 2 1 1
30 1 1
31 2 17 2 1 2 60 1 6 4
32 2 2 2 2 1 19 2 5 10 15
33
34
35
36
37 1
38 12 1 1
39 44 24 19 59 83 42 1 32 34 26 29 2 44 25 61 2 33 57 11 39
40 1 4 5 46 23 16 3 17 25 2 1 4 12 20 49 6 10 47 5 27
41
42
43
44
45
46 1 4 2 3 1
47
48 2 1 1 1 5 1 1 1 1
49
50 2 2 2 2 2 2 1 2 3 2 8 1
51
52
53 1 1 2 1
54 1 1 2 1 5 1 2 7
55 1 1
56 1
57 3 1 1 2 1
58
59 2 4 3 1 3 4 2 2 2 6 2 7
60 5 6 5 1 1
61 2 3 3 18 1 2 1 7 5 16 23 1 5 2 18 4 6
62
63 6 6 6 4 2 2 4 15 11 1 3 1 6 2 1 2
64 1
65
66
67
68 2 4 1 3 6 1 1 2 6 6 4 3
69 1 1 1
70
71
72
73
74 2 1 1 3
75 2 20 1 12 1 1 9 12 4 11 1 1 7 17
76 1 1

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢

淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 全 全 全

2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2008年 2008年
12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 4月 7月

77 ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ Oyamia lugubris
78 ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ属 Togoperla sp.
79 ｶﾜｹﾞﾗ科 Perlidae gen. sp. 1 3 1 3
80 ｾｽｼﾞｸｻｶﾜｹﾞﾗ Isoperla towadensis 1
81 ｸｻｶﾜｹﾞﾗ属 Isoperla sp.
82 ｺｸﾞｻﾋﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Ostrovus sp.
83 ﾋﾛﾊﾞﾈｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ Pseudomegarcys japonica 1 9 12 1 1 4
84 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ科 Perlodidae gen. sp.
85 ｵｵｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius elongatus
86 ﾔｽﾏﾂｱﾒﾝﾎﾞ Macrogerris insularis
87 ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ Metrocoris histrio 1
88 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ Ranatra chinensis
89 ﾏﾂﾓﾑｼ Notonecta triguttata
90 ﾀｲﾘｸｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes continentalis
91 ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes japonicus 2 1
92 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis
93 ｼﾛｶｹﾞﾛｳ科 Nevrorthidae gen. sp. 1 1
94 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科 Osmylidae gen. sp.
95 ｱﾐﾒｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Arctopsyche sp. 2
96 PBｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ Parapsyche sp. PB
97 ｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ属 Parapsyche sp.
98 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche infascia
99 ｷﾌﾞﾈﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Diplectrona kibuneana 1 2 1 1

100 Diplectrona sp. DA Diplectrona  sp. DA
101 Diplectrona sp. DC Diplectrona sp. DC 1
102 ﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Diplectrona sp.
103 ｼﾛｽﾞｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche albicephala
104 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis
105 ｾﾘｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche selysi
106 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 Hydropsychidae gen. sp.
107 ｺﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Chimarra sp.
108 Dolophilodes sp. DA Dolophilodes sp. DA
109 Dolophilodes sp. DB Dolophilodes sp. DB 1
110 Dolophilodes sp. DC Dolophilodes sp. DC
111 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Dolophilodes sp.
112 ﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Wormaldia  sp. 6 3 9
113 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp. 1 6 5 11 8
114 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 Polycentropodidae gen. sp.
115 Tinodes属 Tinodes sp.
116 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Psychomyiidae gen. sp.
117 ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Agapetus sp.
118 ﾆｯﾎﾟﾝﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma hospitum
119 ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma ussuricum
120 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Glossosoma sp.
121 ﾂﾒﾅｶﾞﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Apsilochorema sutshanum 2 5 2
122 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Hydroptila sp.
123 ｶｸﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Stactobia sp.
124 ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila brevicephala
125 ｸﾚﾒﾝｽﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila clemens
126 ﾀｼﾀﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila impar
127 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kawamurae
128 ｸﾗﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kuramana
129 ﾚｾﾞｲﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila lezeyi
130 ｼｺﾂﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila shikotsuensis 1 4
131 ﾄﾗﾝｽｸｨﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila transquilla
132 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属(Anatina group) Rhyacophila sp. (Anatina  group)
133 Rhyacophila sp. RM ? Rhyacophila sp. RM ?
134 Rhyacophila sp. X-1 Rhyacophila sp. X-1
135 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Rhyacophila sp.
136 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Apatania sp.
137 ﾊﾅｾﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema hanasense
138 ﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema quadriloba
139 ｳｴﾉﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema uenoi
140 ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ Anisocentropus kawamurai
141 ｸﾛﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera nigrosoma
142 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Helicopsyche sp.
143 ｵｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma crassicorne 1
144 ｻﾄｳｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma satoi
145 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma sp. 1 3 1 3 10 2 1
146 ｸｻﾂﾐﾄﾋﾞｹﾗ属 Oecetis sp.
147 ﾔﾏｶﾞﾀﾄﾋﾞｲﾛﾄﾋﾞｹﾗ Nothopsyche yamagataensis
148 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ Molanna moesta
149 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Molanna sp.
150 ﾖﾂﾒﾄﾋﾞｹﾗ Perissoneura paradoxa
151 ﾌﾀｽｼﾞｷｿﾄﾋﾞｹﾗ Psilotreta kisoensis
152 ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ Eubasilissa regina
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235付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.1+2 No.1+2
瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 淵

2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2010年 2010年
8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 2月 2月

77 2 1
78 7 1 5 8 3 5 6
79 1
80 1 1
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91 1 1 1 1
92
93
94
95
96
97
98
99

100
101 13 11 1 17 8 8 13 6 2 2 5 5 2 1
102
103
104
105
106
107
108
109 1 7 1 2 4
110 9
111
112 4
113
114 1
115
116 1
117
118
119
120
121 7 3 2 2 2 2 1 2 2
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137 1 1
138
139
140
141
142
143 1 1 1 1 5 2 1
144 2
145 4 1 3 2 3 2 1 1 1 2 1 1
146
147
148
149
150 1 2 1
151 1 1 1
152

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢

淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 全 全 全

2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2008年 2008年
12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 4月 7月

153 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ Phryganopsyche latipennis 1 2
154 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ属 Phryganopsyche sp.
155 ｸﾛﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Uenoa tokunagai
156 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha sp.
157 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾐﾔ属 Dicranomyia sp.
158 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾀ属 Dicranota sp. 4 3
159 ｴﾘｵﾌﾟﾃﾗ属 Erioptera sp.
160 Eriocera亜属 Hexatoma (Eriocera ) sp. 3 1 6 4 3
161 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma sp.
162 ﾘﾌﾟｿｽﾘｯｸｽ属 Lipsothrix sp.
163 ｶｽﾘﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Limnophila sp. 1 1 3 2
164 ｵﾙﾓｼｱ属 Ormosia sp. 1
165 ﾀﾞｲﾐｮｳｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Pedicia sp. 1
166 Pilaria属 Pilaria sp.
167 Prionocera属 Prionocera sp.
168 Arctotipula亜属 Tipula (Arctotipula ) sp. 1
169 Nippotipula亜属 Tipula (Nippotipula ) sp. 1
170 Yamatotipula亜属 Tipula (Yamatotipula ) sp. 1
171 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula sp.
172 ｳﾛﾓﾙﾌｧ属 Ulomorpha sp.
173 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 Tipulidae gen. sp.
174 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞﾀﾞﾏｼ科 Trichoceridae gen. sp. 1
175 ｱﾙﾌﾟｽｺﾏﾄﾞｱﾐｶ Agathon montanus bispinus
176 ﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris longirostris
177 ｺﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris minor
178 ﾋﾒｱﾐｶ属 Philorus sp.
179 Pericoma属 Pericoma sp.
180 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Psychodidae gen. sp.
181 ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae gen. sp. 1 7 1 1
182 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Ablabesmyia sp.
183 ﾐｽﾞｺﾞｹﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Alotanypus sp.
184 ｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Brillia sp. 1 1 1 3 1 1
185 ｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Boreochlus sp.
186 ﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Chaetocladius sp.
187 ﾕｽﾘｶ属 Chironomus sp.
188 ｴﾀﾞｹﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Cladotanytarsus sp. 3 1
189 ﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Conchapelopia sp.
190 ｺﾅﾕｽﾘｶ属 Corynoneura sp. 2 35 1
191 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Cricotopus sp.
192 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus sp.
193 ｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Demicryptochironomus sp. 1 2
194 ﾔﾏﾕｽﾘｶ属 Diamesa sp. 1
195 ｴﾗﾉﾘﾕｽﾘｶ属 Epoicocladius sp. 6 2 1 2 3
196 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella sp. 1 1 1 1
197 ｹﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Gymnometriocnemus sp.
198 ｺﾌﾞﾅｼﾕｽﾘｶ属 Harnischia  sp.
199 ｷﾘｶｷｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Heterotrissocladius sp.
200 ｼﾛﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Krenopelopia sp. 7 17 3 19 1 16 4 1
201 ｼﾐｽﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Krenosmittia sp. 2 5 19 1 2
202 ﾎﾞｶｼﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Macropelopia sp. 1
203 ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 Micropsectra sp. 19 8 12 3 33 30 4 1
204 ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 Microtendipes sp. 3
205 ﾋﾄﾂﾄｹﾞﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Monopelopia sp.
206 ﾓﾝﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Natarsia sp.
207 ﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Neobrillia sp. 1 1 2 1 1 1 1
208 ｺﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Nilotanypus sp.
209 Symposiocladius亜属 Orthocladius (Symposiocladius ) sp.
210 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius sp. 5 1 1 2
211 ｵｵﾕｷﾕｽﾘｶ属 Pagastia sp.
212 ﾆｾｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Paraboreochlus sp.
213 ﾆｾﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parachaetocladius sp. 1 1
214 ﾆｾﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Paracricotopus sp.
215 ﾋｹﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parorthocladius sp.
216 ｺｼｱｷﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Paramerina sp. 11 34 12 45 1 27 15 1
217 ﾆｾｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parametriocnemus sp. 11 16 5 274 32 59 85 7 2
218 ｹﾅｶﾞｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Paraphaenocladius sp.
219 ｶﾜﾘﾕｽﾘｶ属 Paratendipes sp. 1
220 Paratrissocladius属 Paratrissocladius sp.
221 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum sp. 8 37 2 19 3 8 27 2 3 5
222 ｶﾕｽﾘｶ属 Procladius sp.
223 ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Rheocricotopus sp. 5 1 1
224 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia sp.
225 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp.
226 ｺｹｴﾘﾕｽﾘｶ属 Stilocladius sp.
227 ｷｻﾞｷﾕｽﾘｶ属 Sergentia sp.
228 ﾑﾅｺﾌﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellina sp. 10
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237付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.1+2 No.1+2
瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 淵

2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2010年 2010年
8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 2月 2月

153 1
154
155
156 1 1
157
158 1 1 2 2 1 2 2 1
159 2 1
160 2 2 3 14 1 1 1 1 5 7 4 13
161
162
163 1 2 1 2 1 1 1 1 2 1 1
164
165 1
166
167 1
168
169
170
171
173
172 1 1
174
175
176
177
178
179
180 1 1
181 1 1 1 12 28 7 1 1 6 26 12 2 1 1 9
182
183
184 1 3 22 9 18 1 1 8 15
185
186
187
188 195 1 100 2 2 7 84 10 1
189
190 1 1 1 1
191
192 3
193 1 2 1
194
195 2 2 2 4 6 2 2 16 1 16 9
196 1 1
197
198
199
200 47 1 28 1 20
201 3
202
203 6 9 5 1 22 7 3 27 7
204 3
205 3 1
206
207 2 6 1 2 1 1 2
208 4 4
209 1
210 2 1 1
211
212 2
213 3 3 8 1 1 13
214
215
216 1 2 4
217 33 2 3 40 54 103 1 1 29 4 2 31 25 86 2 19 126
218
219
220
221 6 5 2 12 8 2 1
222
223 1 12 17 18 1 6 1 8 1 2 1
224
225 1 1 5
226
227
228 3 1 2 10 1 3 1 24 1 1
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢 大洞沢

下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢 下流沢

淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 淵① 淵② 淵③ 全 全 全

2007年 2007年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2008年 2007年 2008年 2008年
12月 12月 4月 4月 4月 7月 7月 7月 12月 4月 7月

229 ｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellinella sp. 1 5 11 18 1
230 ﾊﾑｸﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Stenochironomus sp.
231 ﾕｷﾕｽﾘｶ属 Syndiamesa sp. 2 1 1
232 ﾔﾄﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Symbiocladius sp. 1 3
233 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus sp. 2 6 134 14 40 35 3
234 ﾇｶﾕｽﾘｶ属 Thienemanniella sp.
235 ﾄｸﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tokunagaia sp.
236 ﾊﾔｾﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Trissopelopia sp.
237 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tvetenia sp. 1 1
238 ﾆｾｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Zavrelia sp.
239 ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 Pentaneurini 3 5 1 8 9 11
240 ﾕｽﾘｶ亜科 Chironominae gen. sp.
241 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae gen. sp.
242 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae gen. sp.
243 ﾕｽﾘｶ科 Chironomidae gen. sp. 3 1
244 ﾊﾏﾀﾞﾗｶ属 Anopheles sp.
245 ﾅﾐｶ亜科 Culicinae gen. sp.
246 ﾎｿｶ属 Dixa sp. 2 1 1 2 3
247 ﾐｴﾐﾔﾏﾌﾞﾕ Eusimulium mie
248 ﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ属 Eusimulium sp. 2
249 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium sp. 2 2
250 ﾕｽﾘｶﾊﾞｴ科 Thaumaleidae gen. sp.
251 ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Asuragina caerulescens
252 ｱﾌﾞ科 Tabanidae gen. sp.
253 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae gen. sp.
254 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 Empididae gen. sp. 10 6
255 ｸﾛｽﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Agabus conspicuus
256 ｺｸﾛﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus insolitus 2 1
257 ｻﾜﾀﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus sawadai 3
258 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus suturalis
259 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ亜科 Colymbetinae gen. sp.
260 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 Dytiscidae gen. sp. 2 1
261 ﾐｽﾞｽﾏｼ Gyrinus japonicus
262 ﾖｼﾄﾐﾀﾞﾙﾏｶﾞﾑｼ Hydraena yoshitomii
263 ﾏﾙｶﾞﾑｼ Hydrocassis lacustris
264 ｺｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles inornatus
265 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles wilsoni
266 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Elodes sp.
267 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Odeles sp.
268 ｹｼﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Hydrocyphon sp.
269 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ Dryopomorphus extraneus
270 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ属 Dryopomorphus sp.
271 ﾂﾔﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ Optioservus nitidus
272 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Elmidae gen. sp.
273 ﾋﾒﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax pellucidus 1
274 ﾁﾋﾞﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Macroeubria lewisi 1
275 ﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Schinostethus brevis
276 Epilichas属 Epilichas sp.
277 ﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ科 Ptilodactylidae gen. sp.

個体数合計 116 247 288 146 641 242 346 399 81 126 175
出現種類数 17 22 38 21 31 37 39 37 18 28 43
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239付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.1 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.2 No.1+2 No.1+2
瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 淵

2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2010年 2010年
8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 2月 2月

229 6
230
231
232
233 5 9 2 7 3 5 8 18 31
234
235
236 3 10 66 7 7 1 17 9 26
237 2 2 4 1 1
238
239 1 3 3
240
241 1 1 1
242 1 1 1
243
244
245
246 1 1 1 2
247
248 1 10
249 2 1
250
251
252 2 1 2
253
254 4 23 1
255
256
257
258
259
260
261
262
263
264
265 1
266
267
268
269
270 1 1
271
272 10 1 2 1 1 1 2 3 1 2
273 1 2 26 1 2 2 2 17 5 7 5 1 7 5 1 7 9 3 4
274 2
275
276
277 1 1 1 2 1 2 1

388 132 130 459 382 360 69 134 209 188 176 31 279 332 390 56 149 227 141 438
38 31 30 48 38 39 27 34 36 35 32 16 35 28 43 27 35 25 30 43

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.1+2 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.4
全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬

2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年
2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月

1 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Dugesia japonica 4 9 4 3 1 5 3 1 19
2 Prostoma属 Prostoma sp.
3 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina
4 ﾏﾒｼｼﾞﾐ属 Pisidium sp. 1
5 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 Lumbriculidae gen. sp. 1 2
6 ﾋﾒﾐﾐｽﾞ科 Enchytraeidae gen. sp.
7 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Nais sp. 84 2 1 3
8 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ亜科 Naidinae gen. sp. 1
9 ﾅｶﾞﾚｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Rhyacodrilinae gen. sp.

10 ｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Tubificinae gen. sp. 1 33 2 78 1 3
11 ｼﾅﾉﾋﾞﾙ Myxobdella sinanensis 1
12 無吻蛭目 Cylicobdellidae gen. sp. 1 1
13 ﾀﾏﾐｽﾞﾀﾞﾆ属 Mideopsis sp.
14 ｹｲﾘｭｳﾀﾞﾆ属 Torrenticola sp.
15 ﾒｸﾗﾖｺｴﾋﾞ属 Pseudocrangonyx sp. 2
16 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani 1 3 3 11 3 3 5
17 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属 Ameletus sp. 5 3 9 8 3
18 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Alainites yoshinensis 2 30 4 1 5 8
19 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica
20 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis
21 ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ Baetis taiwanensis
22 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus 3 2 5 1 5 28
23 Fｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sp. F 7 17 4 2 2 5 2 1 4 1
24 ﾌﾀﾊﾞｶｹﾞﾛｳ属 Cloeon sp.
25 Iｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. I 10 3 4 4
26 ﾋﾒｳｽﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Procloeon sp.
27 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞｶｹﾞﾛｳ Dipteromimus tipuliformis 2 1
28 ｵﾋﾞｶｹﾞﾛｳ Bleptus fasciatus 1 3 1
29 ﾐﾔﾏﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Cinygmula sp. 3 1
30 ﾄﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tigris 1 2 9
31 ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tobiironis 4 1 4 7 2 1 1
32 ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Ecdyonurus  sp. 7 4 3
33 ﾏﾀﾞﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属（新称） Electrogena sp.1
34 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus latifolium
35 ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus nipponicus 15
36 ｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kihada
37 ｷｮｳﾄｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kyotoensis
38 ｳｪｽﾄﾝﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia westoni 28 6
39 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属 Paraleptophlebia sp. 40 6 4 12 373 35 18 2 25 21 4
40 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica 23 3 12 25 30 18 9 15 35 1
41 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella elongatula
42 ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella ishiyamana
43 ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes temporalis
44 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ属 Lestes sp.
45 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia
46 ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa 1 3 1
47 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属 Mnais sp.
48 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ Epiophlebia superstes 1 1 3
49 ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ Anaciaeschna martini
50 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planae gen. sp.schna milnei 4 2 14 8 1
51 ﾔﾌﾞﾔﾝﾏ Polycanthagyna melanictera
52 ﾔﾝﾏ科 Aeschnidae gen. sp.
53 ｸﾛｻﾅｴ Davidius fujiama 1 1 3
54 ﾋﾒｸﾛｻﾅｴ Lanthus fujiacus 5 1 8 9 1 5 1
55 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Stylogomphus suzukii 1
56 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 Gomphidae gen. sp.
57 ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii 1 2
58 ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ Somatochlora uchidai
59 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 Capniidae gen. sp. 7 1 2 1 7 1
60 ﾎｿｶﾜｹﾞﾗ科 Leuctridae gen. sp. 1 3
61 ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Amphinemura sp. 8 5 9 1 7 2 1 8
62 ｸﾛｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ Indonemoura nohirae
63 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Nemoura sp. 6 12 5 4 2 3 2 1
64 ﾕﾋﾞｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Protonemura sp.
65 ﾉｷﾞｶﾜｹﾞﾗ Cryptoperla japonica 1
66 ｼﾀｶﾜｹﾞﾗ科 Taeniopterygidae gen. sp.
67 ｾｽｼﾞﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ属 Sweltsa sp.
68 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 Chloroperlidae gen. sp. 5 1
69 ｴﾀﾞｵｶﾜｹﾞﾗ Caroperla pacifica 2
70 ｺﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ属 Gibosia sp.
71 ｸﾛﾋｹﾞｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria quadrata
72 ｳｴﾉｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria uenoi
73 ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Kamimuria sp.
74 ﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ Kiotina pictetii 1
75 ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Neoperla sp. 2 6 1 5
76 ﾔﾏﾄｶﾜｹﾞﾗ Niponiella limbatella 1 1

№

種名

和名 学名
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4' No.4' No.4' No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5
瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 淵 全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全

2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2010年 2010年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年
3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 2月 2月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月

1 24 1 4 1 3 1 1 1 6 4 2 10 1 1 1
2 1
3 1
4
5 1
6
7 30 1 6 1 1 1
8 2
9

10 2 15 3 3 2 19 28 3 29 7
11 1
12 1
13 1
14
15 1
16 2 2 3 1 1 1 3 6 2 8 4 1 1 2 2 5
17 1 2 5 5 6 5 9 2 4 20
18 11 2 1 1 1 24 2 21 7 6 1 1
19
20
21
22 19 20 21 1 6 7 8 13 11 4 1 2 21 7
23 2 28 8 1 1 1 2 37 7 22 20 27 3 14
24
25 7
26 1
27
28 1 1
29 3 13 2 24 3
30 5 4 5 10 7
31 3 30 5 1 3 14 11 3 11 1 6 4
32 7 6 1 6 31 9 1 3 10 1 2 5
33
34 1
35 5 1 2 6 1 3
36
37 2
38 16 1 105 8
39 5 5 14 35 34 3 20 14 18 77 35 42 18 2 9 57 101 4 16 58
40 4 10 16 13 3 12 31 18 28 1 3 24 11 3 4 39
41
42
43
44
45 2
46 1 1 1 1 1 1 2
47
48 2 4 3 2 2 1 2 1 1 1
49
50 1 3 1 1 1 1 2 5 2 3
51
52
53 2 2 1 1 3 3 2 2 1 3 1
54 4 1 5 2 9 5 4 3 2 2 2 1 3
55 2 2 1 1 2 2 1
56
57 1 2 1 1 1 2 1 1
58
59 6 2 7 3 4 2 2 1 8
60 2 7 19 12 4 2 4 1 1 1
61 20 1 8 1 5 40 7 1 1 3 12 3
62
63 3 1 2 3 5 2 3 10 1 1 1 2
64 2 4 2
65 1
66
67
68 1 1 1 1 3 5
69 2 1
70
71
72
73
74 2
75 8 2 4 6 6 17 1 4
76 1 4 1 3

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.1+2 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.4
全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬

2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年
2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月

77 ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ Oyamia lugubris
78 ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ属 Togoperla sp. 2 1 2 1 2 2
79 ｶﾜｹﾞﾗ科 Perlidae gen. sp.
80 ｾｽｼﾞｸｻｶﾜｹﾞﾗ Isoperla towadensis
81 ｸｻｶﾜｹﾞﾗ属 Isoperla sp.
82 ｺｸﾞｻﾋﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Ostrovus sp.
83 ﾋﾛﾊﾞﾈｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ Pseudomegarcys japonica
84 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ科 Perlodidae gen. sp.
85 ｵｵｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius elongatus
86 ﾔｽﾏﾂｱﾒﾝﾎﾞ Macrogerris insularis
87 ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ Metrocoris histrio 1 1
88 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ Ranatra chinensis
89 ﾏﾂﾓﾑｼ Notonecta triguttata
90 ﾀｲﾘｸｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes continentalis
91 ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes japonicus
92 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis
93 ｼﾛｶｹﾞﾛｳ科 Nevrorthidae gen. sp.
94 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科 Osmylidae gen. sp.
95 ｱﾐﾒｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Arctopsyche sp.
96 PBｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ Parapsyche sp. PB
97 ｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ属 Parapsyche sp. 1 5
98 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche infascia
99 ｷﾌﾞﾈﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Diplectrona kibuneana

100 Diplectrona sp. DA Diplectrona  sp. DA
101 Diplectrona sp. DC Diplectrona sp. DC 1 2 1 1 2 6
102 ﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Diplectrona sp.
103 ｼﾛｽﾞｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche albicephala 1
104 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis
105 ｾﾘｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche selysi
106 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 Hydropsychidae gen. sp.
107 ｺﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Chimarra sp.
108 Dolophilodes sp. DA Dolophilodes sp. DA
109 Dolophilodes sp. DB Dolophilodes sp. DB 1
110 Dolophilodes sp. DC Dolophilodes sp. DC
111 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Dolophilodes sp.
112 ﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Wormaldia  sp. 1
113 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp.
114 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 Polycentropodidae gen. sp.
115 Tinodes属 Tinodes sp.
116 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Psychomyiidae gen. sp.
117 ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Agapetus sp.
118 ﾆｯﾎﾟﾝﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma hospitum
119 ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma ussuricum
120 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Glossosoma sp.
121 ﾂﾒﾅｶﾞﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Apsilochorema sutshanum 1 1 1 1 1
122 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Hydroptila sp.
123 ｶｸﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Stactobia sp.
124 ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila brevicephala
125 ｸﾚﾒﾝｽﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila clemens
126 ﾀｼﾀﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila impar
127 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kawamurae
128 ｸﾗﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kuramana
129 ﾚｾﾞｲﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila lezeyi
130 ｼｺﾂﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila shikotsuensis
131 ﾄﾗﾝｽｸｨﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila transquilla
132 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属(Anatina group) Rhyacophila sp. (Anatina  group)
133 Rhyacophila sp. RM ? Rhyacophila sp. RM ?
134 Rhyacophila sp. X-1 Rhyacophila sp. X-1
135 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Rhyacophila sp.
136 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Apatania sp.
137 ﾊﾅｾﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema hanasense 1
138 ﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema quadriloba
139 ｳｴﾉﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema uenoi
140 ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ Anisocentropus kawamurai
141 ｸﾛﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera nigrosoma
142 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Helicopsyche sp.
143 ｵｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma crassicorne 4 2 8 6 2
144 ｻﾄｳｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma satoi
145 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma sp. 1 5 3 20 6 1 1 1 5
146 ｸｻﾂﾐﾄﾋﾞｹﾗ属 Oecetis sp.
147 ﾔﾏｶﾞﾀﾄﾋﾞｲﾛﾄﾋﾞｹﾗ Nothopsyche yamagataensis
148 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ Molanna moesta
149 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Molanna sp.
150 ﾖﾂﾒﾄﾋﾞｹﾗ Perissoneura paradoxa 1 1
151 ﾌﾀｽｼﾞｷｿﾄﾋﾞｹﾗ Psilotreta kisoensis 1 4 1
152 ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ Eubasilissa regina
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4' No.4' No.4' No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5
瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 淵 全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全

2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2010年 2010年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年
3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 2月 2月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月

77
78 8 2 1 6 13 3 5 2 2 9 12
79 1 2
80 1 1
81
82
83
84
85
86
87 1 1
88
89
90
91
92 1
93 1 1
94
95
96
97 11 9 3 1
98
99 1 2 1

100
101 1 1 2 2 1 6 1 3 1
102
103
104
105 2
106
107
108
109 7 2 1 1
110
111
112
113 1
114 1
115
116 1
117 6 16 1
118
119
120 1
121 2 3 2 1 4 8 2 2 2 1
122
123
124
125 1
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137 2 1 1
138
139
140 5
141
142
143 1 5 5 1 1 3 10 9 1 6 6 2 18
144
145 1 5 2 2 1 1 3 4 2 2 8 1 1
146
147 3
148 10
149
150 2 1 4 3 2 2 2
151 1 1 4 1 1 1 4 2 1 5
152

№



244 神奈川県自然環境保全センター報告　第 10号　（2013）

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.1+2 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.4
全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬

2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年
2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月

153 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ Phryganopsyche latipennis
154 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ属 Phryganopsyche sp.
155 ｸﾛﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Uenoa tokunagai
156 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha sp. 2
157 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾐﾔ属 Dicranomyia sp.
158 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾀ属 Dicranota sp. 1 2 1
159 ｴﾘｵﾌﾟﾃﾗ属 Erioptera sp. 1
160 Eriocera亜属 Hexatoma (Eriocera ) sp. 6 3 2
161 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma sp.
162 ﾘﾌﾟｿｽﾘｯｸｽ属 Lipsothrix sp.
163 ｶｽﾘﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Limnophila sp. 1 1 1 3 3
164 ｵﾙﾓｼｱ属 Ormosia sp.
165 ﾀﾞｲﾐｮｳｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Pedicia sp.
166 Pilaria属 Pilaria sp.
167 Prionocera属 Prionocera sp.
168 Arctotipula亜属 Tipula (Arctotipula ) sp.
169 Nippotipula亜属 Tipula (Nippotipula ) sp.
170 Yamatotipula亜属 Tipula (Yamatotipula ) sp.
171 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula sp.
172 ｳﾛﾓﾙﾌｧ属 Ulomorpha sp.
173 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 Tipulidae gen. sp.
174 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞﾀﾞﾏｼ科 Trichoceridae gen. sp.
175 ｱﾙﾌﾟｽｺﾏﾄﾞｱﾐｶ Agathon montanus bispinus
176 ﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris longirostris
177 ｺﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris minor
178 ﾋﾒｱﾐｶ属 Philorus sp.
179 Pericoma属 Pericoma sp. 1
180 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Psychodidae gen. sp. 1
181 ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae gen. sp. 1 7 10 5
182 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Ablabesmyia sp.
183 ﾐｽﾞｺﾞｹﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Alotanypus sp.
184 ｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Brillia sp. 1 85 3
185 ｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Boreochlus sp.
186 ﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Chaetocladius sp.
187 ﾕｽﾘｶ属 Chironomus sp.
188 ｴﾀﾞｹﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Cladotanytarsus sp. 113 1 5
189 ﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Conchapelopia sp.
190 ｺﾅﾕｽﾘｶ属 Corynoneura sp. 1 3
191 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Cricotopus sp.
192 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus sp.
193 ｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Demicryptochironomus sp. 1
194 ﾔﾏﾕｽﾘｶ属 Diamesa sp.
195 ｴﾗﾉﾘﾕｽﾘｶ属 Epoicocladius sp. 4 1 5 3 4 1 4 10
196 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella sp. 1
197 ｹﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Gymnometriocnemus sp. 1
198 ｺﾌﾞﾅｼﾕｽﾘｶ属 Harnischia  sp.
199 ｷﾘｶｷｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Heterotrissocladius sp. 1
200 ｼﾛﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Krenopelopia sp. 1
201 ｼﾐｽﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Krenosmittia sp.
202 ﾎﾞｶｼﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Macropelopia sp.
203 ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 Micropsectra sp. 3 1 1
204 ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 Microtendipes sp. 23 1
205 ﾋﾄﾂﾄｹﾞﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Monopelopia sp. 65 1
206 ﾓﾝﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Natarsia sp.
207 ﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Neobrillia sp. 1 40 1 1
208 ｺﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Nilotanypus sp. 1
209 Symposiocladius亜属 Orthocladius (Symposiocladius ) sp.
210 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius sp. 11 2
211 ｵｵﾕｷﾕｽﾘｶ属 Pagastia sp.
212 ﾆｾｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Paraboreochlus sp.
213 ﾆｾﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parachaetocladius sp. 1 2 10 2
214 ﾆｾﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Paracricotopus sp.
215 ﾋｹﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parorthocladius sp.
216 ｺｼｱｷﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Paramerina sp. 2 2 1
217 ﾆｾｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parametriocnemus sp. 9 4 54 22 22 22
218 ｹﾅｶﾞｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Paraphaenocladius sp.
219 ｶﾜﾘﾕｽﾘｶ属 Paratendipes sp.
220 Paratrissocladius属 Paratrissocladius sp.
221 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum sp. 1 83 2 9
222 ｶﾕｽﾘｶ属 Procladius sp.
223 ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Rheocricotopus sp. 1 2 1 5 1
224 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia sp.
225 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp. 2 1 2
226 ｺｹｴﾘﾕｽﾘｶ属 Stilocladius sp.
227 ｷｻﾞｷﾕｽﾘｶ属 Sergentia sp.
228 ﾑﾅｺﾌﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellina sp. 3 1 76
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245付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4' No.4' No.4' No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5
瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 淵 全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全

2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2010年 2010年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年
3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 2月 2月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月

153 3 1
154
155
156 1 1 3 2 1 1
157
158 1 2 1
159
160 2 4 1 1 1 1 1 1 1
161
162
163 1 8 1 2 1
164 1 1
165
166
167 1
168 1
169
170
171
173
172 1
174
175
176
177
178
179
180
181 1 9 11 3 2 6 1 8 13 7 2
182
183
184 3 1 2 8 8 4 1 3 1 9 1 1
185 9
186
187
188 67 6 1 6 1 1 2
189
190 1 1 1
191 4
192 1
193 3
194 4
195 2 3 1 1 11 7 5 1 1 5
196 1 14
197
198
199 2
200 6 7 12
201
202
203 4 13 6 1 27 6 3 16 1
204 4 13 1 1 1 7 2
205 7 73
206
207 11 1 4 4 8 51 5 1
208 1 3
209
210 6 2 3 1 1
211
212 2
213 2 1 3 3 1 10 2 1 4
214
215
216 1 1 2 2
217 1 5 149 2 5 4 15 12 2 2 1 15 7
218
219
220
221 15 1 1 4 1 139 2 7 6 1
222
223 3 8 3 1 1 1 8
224
225 2 1 1 6 8 3 1 1 1
226
227
228 32 6 22

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.1+2 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.3 No.4
全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬

2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年
2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月

229 ｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellinella sp. 16 1
230 ﾊﾑｸﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Stenochironomus sp.
231 ﾕｷﾕｽﾘｶ属 Syndiamesa sp.
232 ﾔﾄﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Symbiocladius sp.
233 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus sp. 7 1 4
234 ﾇｶﾕｽﾘｶ属 Thienemanniella sp.
235 ﾄｸﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tokunagaia sp. 2
236 ﾊﾔｾﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Trissopelopia sp. 2 27 60 2 1
237 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tvetenia sp. 1 1 1 2
238 ﾆｾｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Zavrelia sp.
239 ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 Pentaneurini
240 ﾕｽﾘｶ亜科 Chironominae gen. sp.
241 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae gen. sp.
242 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae gen. sp. 1 1
243 ﾕｽﾘｶ科 Chironomidae gen. sp.
244 ﾊﾏﾀﾞﾗｶ属 Anopheles sp.
245 ﾅﾐｶ亜科 Culicinae gen. sp.
246 ﾎｿｶ属 Dixa sp. 1 1
247 ﾐｴﾐﾔﾏﾌﾞﾕ Eusimulium mie
248 ﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ属 Eusimulium sp. 1 1
249 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium sp.
250 ﾕｽﾘｶﾊﾞｴ科 Thaumaleidae gen. sp. 1
251 ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Asuragina caerulescens
252 ｱﾌﾞ科 Tabanidae gen. sp. 1
253 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae gen. sp.
254 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 Empididae gen. sp. 4 1
255 ｸﾛｽﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Agabus conspicuus
256 ｺｸﾛﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus insolitus
257 ｻﾜﾀﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus sawadai
258 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus suturalis
259 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ亜科 Colymbetinae gen. sp.
260 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 Dytiscidae gen. sp.
261 ﾐｽﾞｽﾏｼ Gyrinus japonicus
262 ﾖｼﾄﾐﾀﾞﾙﾏｶﾞﾑｼ Hydraena yoshitomii
263 ﾏﾙｶﾞﾑｼ Hydrocassis lacustris
264 ｺｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles inornatus
265 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles wilsoni
266 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Elodes sp.
267 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Odeles sp.
268 ｹｼﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Hydrocyphon sp.
269 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ Dryopomorphus extraneus
270 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ属 Dryopomorphus sp. 1
271 ﾂﾔﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ Optioservus nitidus 2
272 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Elmidae gen. sp. 7 1 23 3 1 7
273 ﾋﾒﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax pellucidus 7 6 34 61 6 6 5 8
274 ﾁﾋﾞﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Macroeubria lewisi
275 ﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Schinostethus brevis
276 Epilichas属 Epilichas sp.
277 ﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ科 Ptilodactylidae gen. sp. 3 1

個体数合計 179 74 88 208 1212 309 172 92 98 124 181
出現種類数 35 21 25 38 47 32 20 30 30 24 35
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247付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢 貝沢

No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4 No.4' No.4' No.4' No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5 No.5
瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全 瀬 淵 全 瀬 瀬 瀬 淵 淵 淵 全 全 全

2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2010年 2010年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年 2008年 2009年 2010年
3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 2月 2月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月 8月 3月 2月

229 21 1 1 6 1
230
231 2
232
233 2 8 6 6 3
234
235 1 4 1 1
236 4 36 36 4 4 3 2 21 29 12 1
237 1 2 1
238
239 3
240
241 4 3 1
242 1 1
243
244
245
246 2 1 1 3
247
248 16 4 1 1
249 1 2
250 1
251 1 1
252 1 1 1 1 1
253
254 1 2 2 2 3 2 5 6
255
256
257
258
259
260
261
262 1
263
264
265
266
267
268 1 3 1 2
269
270 1 2 1 2
271
272 6 13 4 4 1 1 1 1 5 5 2 1
273 18 32 2 3 1 20 29 8 6 5 6 6 1 3 5 1
274 1
275
276
277 2 1 1 1

175 130 485 274 151 61 153 76 205 304 178 230 212 100 500 265 369 112 150 247
32 27 38 35 30 24 39 16 41 37 32 37 37 32 39 36 46 46 42 44

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年
1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Dugesia japonica
2 Prostoma属 Prostoma sp.
3 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina
4 ﾏﾒｼｼﾞﾐ属 Pisidium sp.
5 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 Lumbriculidae gen. sp.
6 ﾋﾒﾐﾐｽﾞ科 Enchytraeidae gen. sp.
7 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Nais sp.
8 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ亜科 Naidinae gen. sp.
9 ﾅｶﾞﾚｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Rhyacodrilinae gen. sp.

10 ｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Tubificinae gen. sp.
11 ｼﾅﾉﾋﾞﾙ Myxobdella sinanensis
12 無吻蛭目 Cylicobdellidae gen. sp.
13 ﾀﾏﾐｽﾞﾀﾞﾆ属 Mideopsis sp.
14 ｹｲﾘｭｳﾀﾞﾆ属 Torrenticola sp.
15 ﾒｸﾗﾖｺｴﾋﾞ属 Pseudocrangonyx sp.
16 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani
17 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属 Ameletus sp.
18 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Alainites yoshinensis 1
19 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica
20 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis
21 ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ Baetis taiwanensis
22 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus 1 5 3 7 1 2 2 11 2
23 Fｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sp. F
24 ﾌﾀﾊﾞｶｹﾞﾛｳ属 Cloeon sp.
25 Iｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. I
26 ﾋﾒｳｽﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Procloeon sp.
27 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞｶｹﾞﾛｳ Dipteromimus tipuliformis
28 ｵﾋﾞｶｹﾞﾛｳ Bleptus fasciatus
29 ﾐﾔﾏﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Cinygmula sp.
30 ﾄﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tigris
31 ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tobiironis
32 ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Ecdyonurus  sp.
33 ﾏﾀﾞﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属（新称） Electrogena sp.1
34 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus latifolium
35 ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus nipponicus
36 ｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kihada
37 ｷｮｳﾄｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kyotoensis
38 ｳｪｽﾄﾝﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia westoni
39 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属 Paraleptophlebia sp.
40 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica
41 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella elongatula
42 ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella ishiyamana
43 ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes temporalis
44 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ属 Lestes sp.
45 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia
46 ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa
47 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属 Mnais sp.
48 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ Epiophlebia superstes
49 ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ Anaciaeschna martini
50 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planae gen. sp.schna milnei
51 ﾔﾌﾞﾔﾝﾏ Polycanthagyna melanictera
52 ﾔﾝﾏ科 Aeschnidae gen. sp.
53 ｸﾛｻﾅｴ Davidius fujiama
54 ﾋﾒｸﾛｻﾅｴ Lanthus fujiacus
55 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Stylogomphus suzukii
56 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 Gomphidae gen. sp.
57 ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii
58 ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ Somatochlora uchidai
59 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 Capniidae gen. sp.
60 ﾎｿｶﾜｹﾞﾗ科 Leuctridae gen. sp.
61 ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Amphinemura sp.
62 ｸﾛｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ Indonemoura nohirae 5 3 5 2 2
63 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Nemoura sp.
64 ﾕﾋﾞｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Protonemura sp.
65 ﾉｷﾞｶﾜｹﾞﾗ Cryptoperla japonica
66 ｼﾀｶﾜｹﾞﾗ科 Taeniopterygidae gen. sp.
67 ｾｽｼﾞﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ属 Sweltsa sp.
68 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 Chloroperlidae gen. sp.
69 ｴﾀﾞｵｶﾜｹﾞﾗ Caroperla pacifica
70 ｺﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ属 Gibosia sp.
71 ｸﾛﾋｹﾞｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria quadrata
72 ｳｴﾉｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria uenoi
73 ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Kamimuria sp.
74 ﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ Kiotina pictetii
75 ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Neoperla sp.
76 ﾔﾏﾄｶﾜｹﾞﾗ Niponiella limbatella

№

種名

和名 学名



249付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.1 St.1 St.1 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.3 St.3 St.3

2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年
1月 2月 3月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 3月 4月 5月

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17 3 2 7 2 1 3 2 3
18 2 5 7 1 1 1 3 3 5 2 5
19
20
21
22 2 3 3 4 14 12 6 4 2 6 4 7 4 6 12 2 3
23
24
25 1 1
26
27
28
29
30
31
32 6 4 4 3 1 1
33
34
35
36
37
38 4 8 6 2 5 2 2
39 11 2 6 2 2 7 4 9 4 2
40 1 2 2 1 1 1 1 3 2 2 1
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57 1
58
59 1
60 5
61 1 1
62 2 2 3
63 17 11 13 7 4 5 4 3 3 3 1 5 3 5
64
65
66
67 2
68 1 1 1 2 1 1
69
70
71
72
73
74
75 1 3
76

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年
1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

77 ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ Oyamia lugubris
78 ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ属 Togoperla sp.
79 ｶﾜｹﾞﾗ科 Perlidae gen. sp.
80 ｾｽｼﾞｸｻｶﾜｹﾞﾗ Isoperla towadensis
81 ｸｻｶﾜｹﾞﾗ属 Isoperla sp.
82 ｺｸﾞｻﾋﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Ostrovus sp.
83 ﾋﾛﾊﾞﾈｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ Pseudomegarcys japonica
84 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ科 Perlodidae gen. sp.
85 ｵｵｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius elongatus
86 ﾔｽﾏﾂｱﾒﾝﾎﾞ Macrogerris insularis
87 ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ Metrocoris histrio
88 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ Ranatra chinensis
89 ﾏﾂﾓﾑｼ Notonecta triguttata
90 ﾀｲﾘｸｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes continentalis
91 ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes japonicus
92 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis
93 ｼﾛｶｹﾞﾛｳ科 Nevrorthidae gen. sp.
94 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科 Osmylidae gen. sp.
95 ｱﾐﾒｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Arctopsyche sp.
96 PBｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ Parapsyche sp. PB
97 ｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ属 Parapsyche sp.
98 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche infascia
99 ｷﾌﾞﾈﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Diplectrona kibuneana

100 Diplectrona sp. DA Diplectrona  sp. DA
101 Diplectrona sp. DC Diplectrona sp. DC
102 ﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Diplectrona sp.
103 ｼﾛｽﾞｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche albicephala
104 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis
105 ｾﾘｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche selysi
106 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 Hydropsychidae gen. sp.
107 ｺﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Chimarra sp.
108 Dolophilodes sp. DA Dolophilodes sp. DA 1
109 Dolophilodes sp. DB Dolophilodes sp. DB
110 Dolophilodes sp. DC Dolophilodes sp. DC
111 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Dolophilodes sp.
112 ﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Wormaldia  sp.
113 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp.
114 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 Polycentropodidae gen. sp.
115 Tinodes属 Tinodes sp. 2 2 1 2 1
116 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Psychomyiidae gen. sp. 1
117 ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Agapetus sp.
118 ﾆｯﾎﾟﾝﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma hospitum
119 ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma ussuricum
120 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Glossosoma sp.
121 ﾂﾒﾅｶﾞﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Apsilochorema sutshanum
122 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Hydroptila sp.
123 ｶｸﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Stactobia sp.
124 ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila brevicephala
125 ｸﾚﾒﾝｽﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila clemens
126 ﾀｼﾀﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila impar
127 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kawamurae
128 ｸﾗﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kuramana
129 ﾚｾﾞｲﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila lezeyi
130 ｼｺﾂﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila shikotsuensis
131 ﾄﾗﾝｽｸｨﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila transquilla
132 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属(Anatina group) Rhyacophila sp. (Anatina  group)
133 Rhyacophila sp. RM ? Rhyacophila sp. RM ?
134 Rhyacophila sp. X-1 Rhyacophila sp. X-1
135 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Rhyacophila sp.
136 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Apatania sp. 7 2
137 ﾊﾅｾﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema hanasense 2 4 2 1 1 2
138 ﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema quadriloba
139 ｳｴﾉﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema uenoi
140 ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ Anisocentropus kawamurai
141 ｸﾛﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera nigrosoma
142 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Helicopsyche sp.
143 ｵｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma crassicorne
144 ｻﾄｳｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma satoi
145 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma sp.
146 ｸｻﾂﾐﾄﾋﾞｹﾗ属 Oecetis sp.
147 ﾔﾏｶﾞﾀﾄﾋﾞｲﾛﾄﾋﾞｹﾗ Nothopsyche yamagataensis
148 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ Molanna moesta
149 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Molanna sp.
150 ﾖﾂﾒﾄﾋﾞｹﾗ Perissoneura paradoxa
151 ﾌﾀｽｼﾞｷｿﾄﾋﾞｹﾗ Psilotreta kisoensis
152 ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ Eubasilissa regina
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.1 St.1 St.1 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.3 St.3 St.3

2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年
1月 2月 3月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 3月 4月 5月

77
78
79
80
81 2 1 2
82
83 3 3 3 1
84
85
86 2
87
88
89
90
91 1
92
93
94
95
96 3
97
98
99 2

100 1 1
101
102
103
104
105
106
107
108 2
109 3 2 1
110
111 4 1
112
113 1 1 1 1
114 1
115 1 1
116
117
118
119 1
120 1
121 3 5 2 3 3 4 4 3 3
122
123 1
124
125
126
127
128 1 1
129
130 1 3 2 1 1 1
131
132 1
133
134 1
135
136 4 1 1 1 1
137 1 2 2 1 1 1 1 2 2
138
139
140
141
142
143
144
145 1
146
147 1
148
149
150
151
152

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年
1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

153 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ Phryganopsyche latipennis
154 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ属 Phryganopsyche sp.
155 ｸﾛﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Uenoa tokunagai
156 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha sp. 1
157 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾐﾔ属 Dicranomyia sp. 1 1 2 2
158 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾀ属 Dicranota sp.
159 ｴﾘｵﾌﾟﾃﾗ属 Erioptera sp.
160 Eriocera亜属 Hexatoma (Eriocera ) sp.
161 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma sp.
162 ﾘﾌﾟｿｽﾘｯｸｽ属 Lipsothrix sp.
163 ｶｽﾘﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Limnophila sp.
164 ｵﾙﾓｼｱ属 Ormosia sp.
165 ﾀﾞｲﾐｮｳｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Pedicia sp.
166 Pilaria属 Pilaria sp.
167 Prionocera属 Prionocera sp.
168 Arctotipula亜属 Tipula (Arctotipula ) sp.
169 Nippotipula亜属 Tipula (Nippotipula ) sp.
170 Yamatotipula亜属 Tipula (Yamatotipula ) sp.
171 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula sp.
172 ｳﾛﾓﾙﾌｧ属 Ulomorpha sp.
173 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 Tipulidae gen. sp.
174 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞﾀﾞﾏｼ科 Trichoceridae gen. sp.
175 ｱﾙﾌﾟｽｺﾏﾄﾞｱﾐｶ Agathon montanus bispinus
176 ﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris longirostris 4 1 2
177 ｺﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris minor
178 ﾋﾒｱﾐｶ属 Philorus sp.
179 Pericoma属 Pericoma sp.
180 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Psychodidae gen. sp.
181 ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae gen. sp.
182 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Ablabesmyia sp.
183 ﾐｽﾞｺﾞｹﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Alotanypus sp.
184 ｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Brillia sp.
185 ｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Boreochlus sp.
186 ﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Chaetocladius sp.
187 ﾕｽﾘｶ属 Chironomus sp.
188 ｴﾀﾞｹﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Cladotanytarsus sp.
189 ﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Conchapelopia sp.
190 ｺﾅﾕｽﾘｶ属 Corynoneura sp.
191 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Cricotopus sp.
192 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus sp.
193 ｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Demicryptochironomus sp.
194 ﾔﾏﾕｽﾘｶ属 Diamesa sp. 1
195 ｴﾗﾉﾘﾕｽﾘｶ属 Epoicocladius sp.
196 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella sp. 1
197 ｹﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Gymnometriocnemus sp.
198 ｺﾌﾞﾅｼﾕｽﾘｶ属 Harnischia  sp.
199 ｷﾘｶｷｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Heterotrissocladius sp.
200 ｼﾛﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Krenopelopia sp.
201 ｼﾐｽﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Krenosmittia sp.
202 ﾎﾞｶｼﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Macropelopia sp.
203 ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 Micropsectra sp.
204 ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 Microtendipes sp.
205 ﾋﾄﾂﾄｹﾞﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Monopelopia sp.
206 ﾓﾝﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Natarsia sp.
207 ﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Neobrillia sp.
208 ｺﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Nilotanypus sp.
209 Symposiocladius亜属 Orthocladius (Symposiocladius ) sp.
210 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius sp. 2
211 ｵｵﾕｷﾕｽﾘｶ属 Pagastia sp. 2
212 ﾆｾｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Paraboreochlus sp.
213 ﾆｾﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parachaetocladius sp.
214 ﾆｾﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Paracricotopus sp.
215 ﾋｹﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parorthocladius sp. 8
216 ｺｼｱｷﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Paramerina sp.
217 ﾆｾｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parametriocnemus sp.
218 ｹﾅｶﾞｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Paraphaenocladius sp.
219 ｶﾜﾘﾕｽﾘｶ属 Paratendipes sp.
220 Paratrissocladius属 Paratrissocladius sp.
221 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum sp. 1
222 ｶﾕｽﾘｶ属 Procladius sp.
223 ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Rheocricotopus sp.
224 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia sp.
225 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp.
226 ｺｹｴﾘﾕｽﾘｶ属 Stilocladius sp.
227 ｷｻﾞｷﾕｽﾘｶ属 Sergentia sp.
228 ﾑﾅｺﾌﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellina sp.
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.1 St.1 St.1 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.3 St.3 St.3

2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年
1月 2月 3月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 3月 4月 5月

153
154
155
156
157
158 2 1 3 2
159
160
161 1 1 3 1 1 1 2 3 2 3 2 2
162
163
164
165
166
167
168
169
170
171 1 1 2
173 1
172
174
175
176
177
178
179
180
181 2 1
182 1 1
183
184
185
186
187
188
189 2 14 3 1 1 4 2 1
190 1
191 3 14 2 9
192 1
193 1
194 2 8 7 2
195 1 1
196 4 1
197
198
199
200
201
202
203 1 1 1 1 1
204
205
206 1
207
208
209
210 1 1 1 3 5
211
212
213
214
215
216
217 9 1 1 1 1 1 1 1 2
218
219
220
221 3 3 1 1
222
223 1
224
225
226
227
228

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年
1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

229 ｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellinella sp.
230 ﾊﾑｸﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Stenochironomus sp.
231 ﾕｷﾕｽﾘｶ属 Syndiamesa sp.
232 ﾔﾄﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Symbiocladius sp.
233 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus sp.
234 ﾇｶﾕｽﾘｶ属 Thienemanniella sp.
235 ﾄｸﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tokunagaia sp.
236 ﾊﾔｾﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Trissopelopia sp.
237 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tvetenia sp.
238 ﾆｾｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Zavrelia sp.
239 ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 Pentaneurini
240 ﾕｽﾘｶ亜科 Chironominae gen. sp.
241 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae gen. sp.
242 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae gen. sp.
243 ﾕｽﾘｶ科 Chironomidae gen. sp.
244 ﾊﾏﾀﾞﾗｶ属 Anopheles sp.
245 ﾅﾐｶ亜科 Culicinae gen. sp.
246 ﾎｿｶ属 Dixa sp.
247 ﾐｴﾐﾔﾏﾌﾞﾕ Eusimulium mie
248 ﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ属 Eusimulium sp.
249 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium sp. 4 7
250 ﾕｽﾘｶﾊﾞｴ科 Thaumaleidae gen. sp.
251 ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Asuragina caerulescens
252 ｱﾌﾞ科 Tabanidae gen. sp.
253 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae gen. sp.
254 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 Empididae gen. sp.
255 ｸﾛｽﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Agabus conspicuus
256 ｺｸﾛﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus insolitus
257 ｻﾜﾀﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus sawadai
258 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus suturalis
259 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ亜科 Colymbetinae gen. sp.
260 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 Dytiscidae gen. sp.
261 ﾐｽﾞｽﾏｼ Gyrinus japonicus
262 ﾖｼﾄﾐﾀﾞﾙﾏｶﾞﾑｼ Hydraena yoshitomii
263 ﾏﾙｶﾞﾑｼ Hydrocassis lacustris
264 ｺｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles inornatus
265 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles wilsoni
266 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Elodes sp.
267 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Odeles sp.
268 ｹｼﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Hydrocyphon sp.
269 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ Dryopomorphus extraneus
270 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ属 Dryopomorphus sp.
271 ﾂﾔﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ Optioservus nitidus
272 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Elmidae gen. sp.
273 ﾋﾒﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax pellucidus
274 ﾁﾋﾞﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Macroeubria lewisi
275 ﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Schinostethus brevis
276 Epilichas属 Epilichas sp.
277 ﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ科 Ptilodactylidae gen. sp.

個体数合計 3 4 12 28 8 7 17 7 14 16 7
出現種類数 2 3 4 7 4 1 7 5 5 4 4
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.1 St.1 St.1 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.2 St.3 St.3 St.3

2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年
1月 2月 3月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 3月 4月 5月

229
230
231
232
233
234 1
235
236 4 6 1 1 2
237 1 1 2 3 2 3
238
239
240 1
241 3 2 1
242 1 4
243
244
245
246 1 2 1 2 1 3 1 1 1 1 1
247
248 6 5 1 5 5 1 2
249 1 1
250
251
252
253
254 1
255 2
256 1 1
257
258
259 1 1
260
261
262
263
264
265
266
267
268
269
270
271
272
273
274
275
276
277

6 14 6 72 56 75 76 51 21 44 35 37 54 42 62 27 53 9 8 4
4 7 3 19 17 21 24 19 11 17 20 21 19 21 19 14 17 3 4 3

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 ﾌﾟｰﾙ

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月

1 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Dugesia japonica
2 Prostoma属 Prostoma sp.
3 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina
4 ﾏﾒｼｼﾞﾐ属 Pisidium sp.
5 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 Lumbriculidae gen. sp.
6 ﾋﾒﾐﾐｽﾞ科 Enchytraeidae gen. sp.
7 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Nais sp.
8 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ亜科 Naidinae gen. sp.
9 ﾅｶﾞﾚｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Rhyacodrilinae gen. sp.

10 ｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Tubificinae gen. sp.
11 ｼﾅﾉﾋﾞﾙ Myxobdella sinanensis
12 無吻蛭目 Cylicobdellidae gen. sp.
13 ﾀﾏﾐｽﾞﾀﾞﾆ属 Mideopsis sp.
14 ｹｲﾘｭｳﾀﾞﾆ属 Torrenticola sp.
15 ﾒｸﾗﾖｺｴﾋﾞ属 Pseudocrangonyx sp.
16 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani
17 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属 Ameletus sp.
18 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Alainites yoshinensis 1
19 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica
20 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis
21 ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ Baetis taiwanensis
22 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus 3 3 1 1 3 1 1
23 Fｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sp. F
24 ﾌﾀﾊﾞｶｹﾞﾛｳ属 Cloeon sp.
25 Iｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. I
26 ﾋﾒｳｽﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Procloeon sp.
27 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞｶｹﾞﾛｳ Dipteromimus tipuliformis
28 ｵﾋﾞｶｹﾞﾛｳ Bleptus fasciatus
29 ﾐﾔﾏﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Cinygmula sp.
30 ﾄﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tigris
31 ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tobiironis
32 ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Ecdyonurus  sp.
33 ﾏﾀﾞﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属（新称） Electrogena sp.1
34 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus latifolium
35 ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus nipponicus
36 ｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kihada
37 ｷｮｳﾄｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kyotoensis
38 ｳｪｽﾄﾝﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia westoni
39 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属 Paraleptophlebia sp.
40 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica
41 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella elongatula
42 ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella ishiyamana
43 ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes temporalis
44 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ属 Lestes sp.
45 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia
46 ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa
47 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属 Mnais sp.
48 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ Epiophlebia superstes
49 ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ Anaciaeschna martini
50 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planae gen. sp.schna milnei
51 ﾔﾌﾞﾔﾝﾏ Polycanthagyna melanictera
52 ﾔﾝﾏ科 Aeschnidae gen. sp.
53 ｸﾛｻﾅｴ Davidius fujiama
54 ﾋﾒｸﾛｻﾅｴ Lanthus fujiacus
55 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Stylogomphus suzukii
56 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 Gomphidae gen. sp.
57 ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii
58 ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ Somatochlora uchidai
59 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 Capniidae gen. sp.
60 ﾎｿｶﾜｹﾞﾗ科 Leuctridae gen. sp.
61 ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Amphinemura sp. 1
62 ｸﾛｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ Indonemoura nohirae 3 2 1 3 3 2 3 4
63 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Nemoura sp. 2 2 3 1 1 91
64 ﾕﾋﾞｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Protonemura sp.
65 ﾉｷﾞｶﾜｹﾞﾗ Cryptoperla japonica
66 ｼﾀｶﾜｹﾞﾗ科 Taeniopterygidae gen. sp.
67 ｾｽｼﾞﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ属 Sweltsa sp.
68 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 Chloroperlidae gen. sp.
69 ｴﾀﾞｵｶﾜｹﾞﾗ Caroperla pacifica
70 ｺﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ属 Gibosia sp.
71 ｸﾛﾋｹﾞｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria quadrata
72 ｳｴﾉｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria uenoi
73 ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Kamimuria sp.
74 ﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ Kiotina pictetii
75 ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Neoperla sp.
76 ﾔﾏﾄｶﾜｹﾞﾗ Niponiella limbatella
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.5

2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年
9月 10月 2月 3月 5月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18 1 1
19
20
21
22 3 2 1 3 1 1 1 1 1 2 1 1 2 4
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38 2 1 1 1 2
39 1 1 2 2 1 5
40 3
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50 1
51 1 1 1
52
53
54
55
56
57
58 2 1 2 1
59
60
61
62 8 11 5 9 1 7 4 4 7 3 3 2 5 3
63 1 2 3 1 1 7
64
65
66
67
68
69
70
71 1 1 3 1 1 1 1 3
72
73 2 1
74
75 1
76

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 ﾌﾟｰﾙ

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月

77 ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ Oyamia lugubris
78 ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ属 Togoperla sp.
79 ｶﾜｹﾞﾗ科 Perlidae gen. sp.
80 ｾｽｼﾞｸｻｶﾜｹﾞﾗ Isoperla towadensis
81 ｸｻｶﾜｹﾞﾗ属 Isoperla sp.
82 ｺｸﾞｻﾋﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Ostrovus sp.
83 ﾋﾛﾊﾞﾈｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ Pseudomegarcys japonica 1
84 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ科 Perlodidae gen. sp.
85 ｵｵｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius elongatus
86 ﾔｽﾏﾂｱﾒﾝﾎﾞ Macrogerris insularis
87 ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ Metrocoris histrio
88 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ Ranatra chinensis
89 ﾏﾂﾓﾑｼ Notonecta triguttata
90 ﾀｲﾘｸｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes continentalis
91 ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes japonicus 1
92 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis
93 ｼﾛｶｹﾞﾛｳ科 Nevrorthidae gen. sp.
94 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科 Osmylidae gen. sp.
95 ｱﾐﾒｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Arctopsyche sp.
96 PBｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ Parapsyche sp. PB 1
97 ｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ属 Parapsyche sp.
98 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche infascia
99 ｷﾌﾞﾈﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Diplectrona kibuneana

100 Diplectrona sp. DA Diplectrona  sp. DA
101 Diplectrona sp. DC Diplectrona sp. DC
102 ﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Diplectrona sp.
103 ｼﾛｽﾞｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche albicephala
104 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis 1
105 ｾﾘｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche selysi
106 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 Hydropsychidae gen. sp.
107 ｺﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Chimarra sp. 4 2 2 1
108 Dolophilodes sp. DA Dolophilodes sp. DA 4
109 Dolophilodes sp. DB Dolophilodes sp. DB
110 Dolophilodes sp. DC Dolophilodes sp. DC
111 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Dolophilodes sp. 1
112 ﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Wormaldia  sp.
113 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp.
114 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 Polycentropodidae gen. sp.
115 Tinodes属 Tinodes sp. 2
116 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Psychomyiidae gen. sp.
117 ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Agapetus sp.
118 ﾆｯﾎﾟﾝﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma hospitum
119 ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma ussuricum
120 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Glossosoma sp.
121 ﾂﾒﾅｶﾞﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Apsilochorema sutshanum
122 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Hydroptila sp.
123 ｶｸﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Stactobia sp.
124 ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila brevicephala
125 ｸﾚﾒﾝｽﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila clemens
126 ﾀｼﾀﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila impar
127 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kawamurae
128 ｸﾗﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kuramana 2 1 2 2
129 ﾚｾﾞｲﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila lezeyi
130 ｼｺﾂﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila shikotsuensis
131 ﾄﾗﾝｽｸｨﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila transquilla
132 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属(Anatina group) Rhyacophila sp. (Anatina  group) 2
133 Rhyacophila sp. RM ? Rhyacophila sp. RM ? 1 2
134 Rhyacophila sp. X-1 Rhyacophila sp. X-1
135 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Rhyacophila sp.
136 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Apatania sp. 2
137 ﾊﾅｾﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema hanasense 1 1 1 1 2 2
138 ﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema quadriloba
139 ｳｴﾉﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema uenoi
140 ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ Anisocentropus kawamurai
141 ｸﾛﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera nigrosoma
142 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Helicopsyche sp.
143 ｵｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma crassicorne
144 ｻﾄｳｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma satoi
145 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma sp. 1 1
146 ｸｻﾂﾐﾄﾋﾞｹﾗ属 Oecetis sp.
147 ﾔﾏｶﾞﾀﾄﾋﾞｲﾛﾄﾋﾞｹﾗ Nothopsyche yamagataensis
148 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ Molanna moesta
149 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Molanna sp.
150 ﾖﾂﾒﾄﾋﾞｹﾗ Perissoneura paradoxa
151 ﾌﾀｽｼﾞｷｿﾄﾋﾞｹﾗ Psilotreta kisoensis
152 ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ Eubasilissa regina
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.5

2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年
9月 10月 2月 3月 5月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月

77
78
79
80
81 2 1 1 4
82
83 2
84
85
86
87
88
89
90
91 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
92
93
94 1 2
95
96 1 1 2 1
97
98
99

100 1
101
102 1
103
104
105
106
107 1 1 3 1 2
108 1 2 4 2 1 1 1 1 2
109 3 2 3
110
111 3 1 1 1
112
113 1
114
115 3 1 2 3 3 1 1 1 2 1 1 1 8
116
117
118
119
120
121 5
122
123 1 1 1
124 1
125
126
127 1
128 4 4 2 1 3 1 1 2 1
129
130 1 1
131
132 1
133 2 3
134 1
135
136 1
137 1 1 1 1 1 1 1
138
139
140
141
142 2 1 1
143 1 1
144
145 1 1 1
146
147
148
149
150
151
152 1 1

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 ﾌﾟｰﾙ

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月

153 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ Phryganopsyche latipennis
154 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ属 Phryganopsyche sp.
155 ｸﾛﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Uenoa tokunagai
156 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha sp.
157 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾐﾔ属 Dicranomyia sp. 3
158 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾀ属 Dicranota sp. 1
159 ｴﾘｵﾌﾟﾃﾗ属 Erioptera sp.
160 Eriocera亜属 Hexatoma (Eriocera ) sp.
161 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma sp.
162 ﾘﾌﾟｿｽﾘｯｸｽ属 Lipsothrix sp.
163 ｶｽﾘﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Limnophila sp.
164 ｵﾙﾓｼｱ属 Ormosia sp.
165 ﾀﾞｲﾐｮｳｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Pedicia sp.
166 Pilaria属 Pilaria sp. 1
167 Prionocera属 Prionocera sp.
168 Arctotipula亜属 Tipula (Arctotipula ) sp.
169 Nippotipula亜属 Tipula (Nippotipula ) sp.
170 Yamatotipula亜属 Tipula (Yamatotipula ) sp.
171 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula sp. 1 1
172 ｳﾛﾓﾙﾌｧ属 Ulomorpha sp.
173 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 Tipulidae gen. sp.
174 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞﾀﾞﾏｼ科 Trichoceridae gen. sp.
175 ｱﾙﾌﾟｽｺﾏﾄﾞｱﾐｶ Agathon montanus bispinus
176 ﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris longirostris
177 ｺﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris minor
178 ﾋﾒｱﾐｶ属 Philorus sp. 5
179 Pericoma属 Pericoma sp.
180 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Psychodidae gen. sp.
181 ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae gen. sp.
182 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Ablabesmyia sp.
183 ﾐｽﾞｺﾞｹﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Alotanypus sp.
184 ｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Brillia sp.
185 ｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Boreochlus sp.
186 ﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Chaetocladius sp.
187 ﾕｽﾘｶ属 Chironomus sp.
188 ｴﾀﾞｹﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Cladotanytarsus sp.
189 ﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Conchapelopia sp. 3
190 ｺﾅﾕｽﾘｶ属 Corynoneura sp. 22
191 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Cricotopus sp.
192 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus sp.
193 ｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Demicryptochironomus sp.
194 ﾔﾏﾕｽﾘｶ属 Diamesa sp. 1 1 1
195 ｴﾗﾉﾘﾕｽﾘｶ属 Epoicocladius sp.
196 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella sp. 6 2 2
197 ｹﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Gymnometriocnemus sp.
198 ｺﾌﾞﾅｼﾕｽﾘｶ属 Harnischia  sp.
199 ｷﾘｶｷｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Heterotrissocladius sp.
200 ｼﾛﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Krenopelopia sp.
201 ｼﾐｽﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Krenosmittia sp.
202 ﾎﾞｶｼﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Macropelopia sp. 1
203 ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 Micropsectra sp. 1 1
204 ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 Microtendipes sp.
205 ﾋﾄﾂﾄｹﾞﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Monopelopia sp.
206 ﾓﾝﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Natarsia sp.
207 ﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Neobrillia sp.
208 ｺﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Nilotanypus sp.
209 Symposiocladius亜属 Orthocladius (Symposiocladius ) sp.
210 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius sp. 1
211 ｵｵﾕｷﾕｽﾘｶ属 Pagastia sp.
212 ﾆｾｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Paraboreochlus sp.
213 ﾆｾﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parachaetocladius sp.
214 ﾆｾﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Paracricotopus sp.
215 ﾋｹﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parorthocladius sp.
216 ｺｼｱｷﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Paramerina sp. 1
217 ﾆｾｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parametriocnemus sp. 3
218 ｹﾅｶﾞｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Paraphaenocladius sp.
219 ｶﾜﾘﾕｽﾘｶ属 Paratendipes sp.
220 Paratrissocladius属 Paratrissocladius sp.
221 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum sp.
222 ｶﾕｽﾘｶ属 Procladius sp.
223 ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Rheocricotopus sp. 1
224 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia sp.
225 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp.
226 ｺｹｴﾘﾕｽﾘｶ属 Stilocladius sp.
227 ｷｻﾞｷﾕｽﾘｶ属 Sergentia sp.
228 ﾑﾅｺﾌﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellina sp.

№

種名

和名 学名



261付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.5

2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年
9月 10月 2月 3月 5月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月

153
154
155
156 2 1 2 2
157 1
158 1 1
159
160
161 1
162
163
164
165 2 1
166
167
168
169
170
171 1 1 2 1 1 1 1 3
173
172
174
175
176 1
177 1
178
179
180
181 1
182
183 6
184
185
186
187 4 4
188
189 1 1 2 1
190 2
191
192
193
194 1 2
195 2
196 1 1
197
198
199
200
201
202
203
204
205
206 3
207
208
209
210 1 1 1
211
212
213
214
215
216
217 1 1 3
218
219
220
221 1
222
223 2 3
224
225
226
227
228

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 A沢

St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 St.3 ﾌﾟｰﾙ

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月

229 ｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellinella sp.
230 ﾊﾑｸﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Stenochironomus sp.
231 ﾕｷﾕｽﾘｶ属 Syndiamesa sp.
232 ﾔﾄﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Symbiocladius sp.
233 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus sp.
234 ﾇｶﾕｽﾘｶ属 Thienemanniella sp.
235 ﾄｸﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tokunagaia sp.
236 ﾊﾔｾﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Trissopelopia sp.
237 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tvetenia sp. 1
238 ﾆｾｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Zavrelia sp.
239 ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 Pentaneurini
240 ﾕｽﾘｶ亜科 Chironominae gen. sp.
241 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae gen. sp. 83
242 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae gen. sp.
243 ﾕｽﾘｶ科 Chironomidae gen. sp.
244 ﾊﾏﾀﾞﾗｶ属 Anopheles sp.
245 ﾅﾐｶ亜科 Culicinae gen. sp.
246 ﾎｿｶ属 Dixa sp. 1 2
247 ﾐｴﾐﾔﾏﾌﾞﾕ Eusimulium mie
248 ﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ属 Eusimulium sp. 2 1
249 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium sp. 1
250 ﾕｽﾘｶﾊﾞｴ科 Thaumaleidae gen. sp.
251 ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Asuragina caerulescens
252 ｱﾌﾞ科 Tabanidae gen. sp.
253 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae gen. sp.
254 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 Empididae gen. sp.
255 ｸﾛｽﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Agabus conspicuus
256 ｺｸﾛﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus insolitus
257 ｻﾜﾀﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus sawadai
258 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus suturalis
259 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ亜科 Colymbetinae gen. sp.
260 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 Dytiscidae gen. sp.
261 ﾐｽﾞｽﾏｼ Gyrinus japonicus
262 ﾖｼﾄﾐﾀﾞﾙﾏｶﾞﾑｼ Hydraena yoshitomii
263 ﾏﾙｶﾞﾑｼ Hydrocassis lacustris
264 ｺｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles inornatus
265 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles wilsoni
266 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Elodes sp.
267 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Odeles sp.
268 ｹｼﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Hydrocyphon sp.
269 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ Dryopomorphus extraneus
270 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ属 Dryopomorphus sp.
271 ﾂﾔﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ Optioservus nitidus
272 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Elmidae gen. sp.
273 ﾋﾒﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax pellucidus
274 ﾁﾋﾞﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Macroeubria lewisi
275 ﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Schinostethus brevis
276 Epilichas属 Epilichas sp.
277 ﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ科 Ptilodactylidae gen. sp.

個体数合計 29 9 11 10 7 15 9 10 7 13 210
出現種類数 12 6 5 6 4 9 7 7 3 7 12
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種名

和名 学名



263付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

A沢 A沢 A沢 A沢 A沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ ﾌﾟｰﾙ St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.4 St.5

2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年
9月 10月 2月 3月 5月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月

229
230
231
232
233 1
234
235
236
237 8
238
239
240
241
242 1
243
244
245 1
246 1 1 1 1
247 3 2
248 2
249
250 1 8 6 2
251
252
253
254
255
256 1 1 2
257
258
259 1
260
261
262
263 1 1 3 1 1 1
264 4
265
266
267 3 2 2 1 1 1 1 4 1 1
268
269 1 1 1 1
270
271
272
273
274 1
275 1
276 1 1
277

5 4 15 11 2 36 35 26 34 14 46 27 19 20 15 15 27 21 33 64
3 4 6 6 2 14 19 17 15 10 24 19 13 12 11 12 15 11 16 24

№



264 神奈川県自然環境保全センター報告　第 10号　（2013）

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

1 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Dugesia japonica
2 Prostoma属 Prostoma sp.
3 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina
4 ﾏﾒｼｼﾞﾐ属 Pisidium sp.
5 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 Lumbriculidae gen. sp.
6 ﾋﾒﾐﾐｽﾞ科 Enchytraeidae gen. sp. 2
7 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Nais sp.
8 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ亜科 Naidinae gen. sp.
9 ﾅｶﾞﾚｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Rhyacodrilinae gen. sp.

10 ｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Tubificinae gen. sp.
11 ｼﾅﾉﾋﾞﾙ Myxobdella sinanensis
12 無吻蛭目 Cylicobdellidae gen. sp.
13 ﾀﾏﾐｽﾞﾀﾞﾆ属 Mideopsis sp.
14 ｹｲﾘｭｳﾀﾞﾆ属 Torrenticola sp.
15 ﾒｸﾗﾖｺｴﾋﾞ属 Pseudocrangonyx sp.
16 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani
17 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属 Ameletus sp. 5 4 1
18 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Alainites yoshinensis 2 2 3 1 2 1 4 5 1
19 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica
20 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis
21 ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ Baetis taiwanensis
22 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus 1 8 2 1 1 3 2
23 Fｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sp. F
24 ﾌﾀﾊﾞｶｹﾞﾛｳ属 Cloeon sp.
25 Iｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. I
26 ﾋﾒｳｽﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Procloeon sp.
27 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞｶｹﾞﾛｳ Dipteromimus tipuliformis
28 ｵﾋﾞｶｹﾞﾛｳ Bleptus fasciatus
29 ﾐﾔﾏﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Cinygmula sp. 4
30 ﾄﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tigris
31 ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tobiironis
32 ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Ecdyonurus  sp. 1
33 ﾏﾀﾞﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属（新称） Electrogena sp.1
34 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus latifolium
35 ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus nipponicus
36 ｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kihada
37 ｷｮｳﾄｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kyotoensis
38 ｳｪｽﾄﾝﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia westoni 8 1 3 2 3
39 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属 Paraleptophlebia sp. 2 7 1 4 5
40 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica 5 3 3 2 4 1 2 2 2 6 6
41 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella elongatula
42 ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella ishiyamana
43 ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes temporalis
44 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ属 Lestes sp.
45 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia
46 ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa
47 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属 Mnais sp.
48 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ Epiophlebia superstes
49 ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ Anaciaeschna martini
50 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planae gen. sp.schna milnei 1 2 3 1 1 1 1
51 ﾔﾌﾞﾔﾝﾏ Polycanthagyna melanictera
52 ﾔﾝﾏ科 Aeschnidae gen. sp.
53 ｸﾛｻﾅｴ Davidius fujiama
54 ﾋﾒｸﾛｻﾅｴ Lanthus fujiacus 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1
55 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Stylogomphus suzukii
56 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 Gomphidae gen. sp.
57 ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii 1 1 1 1 1 1 1 1 1
58 ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ Somatochlora uchidai
59 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 Capniidae gen. sp. 4 1
60 ﾎｿｶﾜｹﾞﾗ科 Leuctridae gen. sp. 2
61 ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Amphinemura sp. 1 1
62 ｸﾛｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ Indonemoura nohirae
63 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Nemoura sp. 3 6 6 10 3 3 4 6 6 5 4
64 ﾕﾋﾞｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Protonemura sp.
65 ﾉｷﾞｶﾜｹﾞﾗ Cryptoperla japonica
66 ｼﾀｶﾜｹﾞﾗ科 Taeniopterygidae gen. sp.
67 ｾｽｼﾞﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ属 Sweltsa sp. 2
68 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 Chloroperlidae gen. sp. 1 2 1 2 1 1
69 ｴﾀﾞｵｶﾜｹﾞﾗ Caroperla pacifica
70 ｺﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ属 Gibosia sp.
71 ｸﾛﾋｹﾞｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria quadrata 3 4 5 3 2 1
72 ｳｴﾉｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria uenoi
73 ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Kamimuria sp. 2 1 2
74 ﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ Kiotina pictetii
75 ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Neoperla sp. 1 2 1 2
76 ﾔﾏﾄｶﾜｹﾞﾗ Niponiella limbatella
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265付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
St.5 St.5 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.7 St.7 St.7 St.7

2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年
2月 3月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月 3月 4月 5月

1
2
3
4
5 1
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17 2 2 1 1 1 1 2
18 1 5 1 1 4 3 2 1
19
20 1
21 6 2
22 3 4 7 1 1 1 2 5 4 3 3 1 3 6
23
24 4
25
26 1
27
28
29
30
31
32 1 1 1
33
34
35
36
37
38 4 2 3 5 4 3
39 4 2 4 1 5 1 5 4 9 6 6
40 5 4 3 4 3 4 1 3 1 3 1 3 7 4 4 1 1 2 2
41
42 1
43
44
45
46
47 1 1
48
49
50 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1
51
52
53
54 1 1 1
55
56 1
57 2 1 3 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1
58 2
59
60 2 3 1
61 1 2 1 1 1 1 2
62
63 3 6 3 1 10 7 3 4 7 3 4 3 11 5 5 3 3 5 3 3
64
65
66
67 1
68 1 1 2 1 2 1
69
70
71 1 3 1
72
73 1 1
74
75 1 1 1 1 1 1
76

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

77 ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ Oyamia lugubris
78 ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ属 Togoperla sp.
79 ｶﾜｹﾞﾗ科 Perlidae gen. sp.
80 ｾｽｼﾞｸｻｶﾜｹﾞﾗ Isoperla towadensis
81 ｸｻｶﾜｹﾞﾗ属 Isoperla sp. 1 1 1 2
82 ｺｸﾞｻﾋﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Ostrovus sp.
83 ﾋﾛﾊﾞﾈｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ Pseudomegarcys japonica 1
84 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ科 Perlodidae gen. sp.
85 ｵｵｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius elongatus
86 ﾔｽﾏﾂｱﾒﾝﾎﾞ Macrogerris insularis
87 ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ Metrocoris histrio
88 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ Ranatra chinensis
89 ﾏﾂﾓﾑｼ Notonecta triguttata
90 ﾀｲﾘｸｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes continentalis
91 ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes japonicus 1 1 2 1 2 1 1
92 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis
93 ｼﾛｶｹﾞﾛｳ科 Nevrorthidae gen. sp.
94 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科 Osmylidae gen. sp.
95 ｱﾐﾒｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Arctopsyche sp.
96 PBｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ Parapsyche sp. PB 2
97 ｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ属 Parapsyche sp.
98 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche infascia
99 ｷﾌﾞﾈﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Diplectrona kibuneana

100 Diplectrona sp. DA Diplectrona  sp. DA 2 1 2
101 Diplectrona sp. DC Diplectrona sp. DC
102 ﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Diplectrona sp. 1
103 ｼﾛｽﾞｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche albicephala
104 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis
105 ｾﾘｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche selysi
106 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 Hydropsychidae gen. sp.
107 ｺﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Chimarra sp. 3 4 1 1
108 Dolophilodes sp. DA Dolophilodes sp. DA 3
109 Dolophilodes sp. DB Dolophilodes sp. DB 1 1 8 2 1
110 Dolophilodes sp. DC Dolophilodes sp. DC
111 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Dolophilodes sp. 1 1 3
112 ﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Wormaldia  sp.
113 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp. 1 1
114 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 Polycentropodidae gen. sp.
115 Tinodes属 Tinodes sp.
116 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Psychomyiidae gen. sp.
117 ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Agapetus sp.
118 ﾆｯﾎﾟﾝﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma hospitum
119 ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma ussuricum
120 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Glossosoma sp.
121 ﾂﾒﾅｶﾞﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Apsilochorema sutshanum 2 1 1 1 1
122 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Hydroptila sp.
123 ｶｸﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Stactobia sp.
124 ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila brevicephala 1
125 ｸﾚﾒﾝｽﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila clemens
126 ﾀｼﾀﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila impar
127 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kawamurae
128 ｸﾗﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kuramana
129 ﾚｾﾞｲﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila lezeyi
130 ｼｺﾂﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila shikotsuensis 1 1 1 1
131 ﾄﾗﾝｽｸｨﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila transquilla
132 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属(Anatina group) Rhyacophila sp. (Anatina  group)
133 Rhyacophila sp. RM ? Rhyacophila sp. RM ?
134 Rhyacophila sp. X-1 Rhyacophila sp. X-1
135 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Rhyacophila sp.
136 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Apatania sp. 2
137 ﾊﾅｾﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema hanasense
138 ﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema quadriloba
139 ｳｴﾉﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema uenoi
140 ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ Anisocentropus kawamurai
141 ｸﾛﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera nigrosoma
142 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Helicopsyche sp.
143 ｵｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma crassicorne 1 2 2 2 1 2
144 ｻﾄｳｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma satoi
145 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma sp. 2 1 1
146 ｸｻﾂﾐﾄﾋﾞｹﾗ属 Oecetis sp.
147 ﾔﾏｶﾞﾀﾄﾋﾞｲﾛﾄﾋﾞｹﾗ Nothopsyche yamagataensis 1
148 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ Molanna moesta
149 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Molanna sp.
150 ﾖﾂﾒﾄﾋﾞｹﾗ Perissoneura paradoxa
151 ﾌﾀｽｼﾞｷｿﾄﾋﾞｹﾗ Psilotreta kisoensis
152 ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ Eubasilissa regina
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267付表１　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の水域別地点別リスト

付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
St.5 St.5 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.7 St.7 St.7 St.7

2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年
2月 3月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月 3月 4月 5月

77
78
79
80
81 4 1 1 1
82
83 1 2
84
85
86
87
88
89
90 1
91 1 2 1 1 2 1 1 1 1
92 1
93
94
95
96 2 2 1
97
98 1
99 1 1

100 3 2
101
102
103
104
105 1
106
107 1 4 4 5 2
108
109 4 1
110
111 1 1 1
112
113 1
114
115
116
117
118
119
120
121 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
122
123
124 7 3 1 1
125
126
127 1
128 1
129
130 1 1 1 1
131
132
133
134
135
136 2
137
138
139
140
141
142
143 1 1 1 1
144
145 2 1 1
146 1
147 1 1
148
149 1
150
151
152 2 1 1 2 1 1
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

153 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ Phryganopsyche latipennis
154 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ属 Phryganopsyche sp.
155 ｸﾛﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Uenoa tokunagai
156 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha sp.
157 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾐﾔ属 Dicranomyia sp.
158 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾀ属 Dicranota sp. 3 1 2 1
159 ｴﾘｵﾌﾟﾃﾗ属 Erioptera sp.
160 Eriocera亜属 Hexatoma (Eriocera ) sp.
161 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma sp. 1 1 2 1 2 1
162 ﾘﾌﾟｿｽﾘｯｸｽ属 Lipsothrix sp.
163 ｶｽﾘﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Limnophila sp.
164 ｵﾙﾓｼｱ属 Ormosia sp.
165 ﾀﾞｲﾐｮｳｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Pedicia sp. 1 1
166 Pilaria属 Pilaria sp.
167 Prionocera属 Prionocera sp.
168 Arctotipula亜属 Tipula (Arctotipula ) sp.
169 Nippotipula亜属 Tipula (Nippotipula ) sp.
170 Yamatotipula亜属 Tipula (Yamatotipula ) sp.
171 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula sp. 1 1 1 1 2 1 2 1
172 ｳﾛﾓﾙﾌｧ属 Ulomorpha sp. 2 1 1
173 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 Tipulidae gen. sp.
174 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞﾀﾞﾏｼ科 Trichoceridae gen. sp.
175 ｱﾙﾌﾟｽｺﾏﾄﾞｱﾐｶ Agathon montanus bispinus
176 ﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris longirostris
177 ｺﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris minor
178 ﾋﾒｱﾐｶ属 Philorus sp.
179 Pericoma属 Pericoma sp. 1
180 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Psychodidae gen. sp.
181 ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae gen. sp. 1
182 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Ablabesmyia sp.
183 ﾐｽﾞｺﾞｹﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Alotanypus sp.
184 ｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Brillia sp.
185 ｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Boreochlus sp.
186 ﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Chaetocladius sp.
187 ﾕｽﾘｶ属 Chironomus sp.
188 ｴﾀﾞｹﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Cladotanytarsus sp. 1
189 ﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Conchapelopia sp. 8 1 1 3 3
190 ｺﾅﾕｽﾘｶ属 Corynoneura sp. 1
191 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Cricotopus sp.
192 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus sp.
193 ｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Demicryptochironomus sp.
194 ﾔﾏﾕｽﾘｶ属 Diamesa sp. 1
195 ｴﾗﾉﾘﾕｽﾘｶ属 Epoicocladius sp. 2 1 1 2 1 1 1 2
196 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella sp.
197 ｹﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Gymnometriocnemus sp.
198 ｺﾌﾞﾅｼﾕｽﾘｶ属 Harnischia  sp. 1
199 ｷﾘｶｷｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Heterotrissocladius sp.
200 ｼﾛﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Krenopelopia sp.
201 ｼﾐｽﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Krenosmittia sp. 1
202 ﾎﾞｶｼﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Macropelopia sp.
203 ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 Micropsectra sp. 1 1 2
204 ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 Microtendipes sp.
205 ﾋﾄﾂﾄｹﾞﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Monopelopia sp.
206 ﾓﾝﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Natarsia sp.
207 ﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Neobrillia sp. 1
208 ｺﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Nilotanypus sp.
209 Symposiocladius亜属 Orthocladius (Symposiocladius ) sp.
210 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius sp. 1 1
211 ｵｵﾕｷﾕｽﾘｶ属 Pagastia sp.
212 ﾆｾｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Paraboreochlus sp.
213 ﾆｾﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parachaetocladius sp. 1
214 ﾆｾﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Paracricotopus sp.
215 ﾋｹﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parorthocladius sp.
216 ｺｼｱｷﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Paramerina sp. 1
217 ﾆｾｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parametriocnemus sp. 4 3 1 1 5 2 5
218 ｹﾅｶﾞｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Paraphaenocladius sp.
219 ｶﾜﾘﾕｽﾘｶ属 Paratendipes sp.
220 Paratrissocladius属 Paratrissocladius sp. 4 2
221 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum sp. 1
222 ｶﾕｽﾘｶ属 Procladius sp.
223 ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Rheocricotopus sp. 1 1
224 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia sp.
225 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp.
226 ｺｹｴﾘﾕｽﾘｶ属 Stilocladius sp.
227 ｷｻﾞｷﾕｽﾘｶ属 Sergentia sp.
228 ﾑﾅｺﾌﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellina sp.
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
St.5 St.5 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.7 St.7 St.7 St.7

2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年
2月 3月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月 3月 4月 5月

153
154 1 1 1
155
156
157
158 1 1 2 1 1
159
160
161 1 1 1 1
162 1
163 1 1
164
165 1 1
166
167
168
169
170
171 1 1 1 4 1
173 1
172
174
175
176
177
178
179
180
181 1 2 1 2 1
182 1 1
183
184
185
186
187 6
188
189 2 5 2 1 2 7
190
191 14 1
192
193
194 1
195 1 4 5 1 1 2 1
196
197
198 1
199
200
201
202 3 2 1
203 2 1 1 8 2 2 10 3 2 2 1 1 1
204
205
206
207
208
209
210 4 2
211 4 1
212
213
214
215
216
217 2 3 1 1 1 1 2
218
219
220 2 2
221
222 9 2 11 5
223 1
224
225 1
226
227 1
228
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5 St.5

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

229 ｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellinella sp.
230 ﾊﾑｸﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Stenochironomus sp. 1 1
231 ﾕｷﾕｽﾘｶ属 Syndiamesa sp.
232 ﾔﾄﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Symbiocladius sp.
233 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus sp.
234 ﾇｶﾕｽﾘｶ属 Thienemanniella sp. 1 1
235 ﾄｸﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tokunagaia sp.
236 ﾊﾔｾﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Trissopelopia sp. 2
237 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tvetenia sp. 2 4 3 4 1 1 1
238 ﾆｾｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Zavrelia sp.
239 ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 Pentaneurini
240 ﾕｽﾘｶ亜科 Chironominae gen. sp.
241 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae gen. sp. 5
242 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae gen. sp.
243 ﾕｽﾘｶ科 Chironomidae gen. sp.
244 ﾊﾏﾀﾞﾗｶ属 Anopheles sp.
245 ﾅﾐｶ亜科 Culicinae gen. sp.
246 ﾎｿｶ属 Dixa sp. 2 1 1 1 1
247 ﾐｴﾐﾔﾏﾌﾞﾕ Eusimulium mie
248 ﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ属 Eusimulium sp. 2 2 9 10 2 1
249 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium sp.
250 ﾕｽﾘｶﾊﾞｴ科 Thaumaleidae gen. sp.
251 ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Asuragina caerulescens
252 ｱﾌﾞ科 Tabanidae gen. sp.
253 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae gen. sp. 2 2
254 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 Empididae gen. sp.
255 ｸﾛｽﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Agabus conspicuus
256 ｺｸﾛﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus insolitus 1 1
257 ｻﾜﾀﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus sawadai
258 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus suturalis
259 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ亜科 Colymbetinae gen. sp.
260 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 Dytiscidae gen. sp.
261 ﾐｽﾞｽﾏｼ Gyrinus japonicus
262 ﾖｼﾄﾐﾀﾞﾙﾏｶﾞﾑｼ Hydraena yoshitomii
263 ﾏﾙｶﾞﾑｼ Hydrocassis lacustris 2 2 1
264 ｺｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles inornatus
265 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles wilsoni
266 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Elodes sp.
267 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Odeles sp. 1 2 2 2 2
268 ｹｼﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Hydrocyphon sp. 1 1
269 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ Dryopomorphus extraneus 1 1
270 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ属 Dryopomorphus sp.
271 ﾂﾔﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ Optioservus nitidus
272 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Elmidae gen. sp.
273 ﾋﾒﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax pellucidus
274 ﾁﾋﾞﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Macroeubria lewisi
275 ﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Schinostethus brevis
276 Epilichas属 Epilichas sp.
277 ﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ科 Ptilodactylidae gen. sp.

個体数合計 70 77 73 54 36 45 35 37 30 38 37
出現種類数 37 32 28 25 22 22 22 18 15 20 20
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
St.5 St.5 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.6 St.7 St.7 St.7 St.7

2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年 2011年 2011年 2011年
2月 3月 1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 1月 3月 4月 5月

229
230
231
232
233 3
234
235
236
237 1 4 1 2 1 1 1
238
239
240
241 4
242 1 1
243
244 1
245
246 1 3 3 1 1 2 1 1 2
247
248 2 3 4 7 3 6 4 2 4 4 2 1
249 1 1 1 1
250
251
252
253
254 1
255
256 1 1 1
257
258
259
260
261
262
263 1
264
265
266
267 1 1 3 1 1 2 1 2
268
269
270
271
272
273
274
275
276 1 1 1
277

46 74 47 27 43 53 36 46 47 35 58 56 43 38 45 32 20 9 23 16
24 31 22 19 18 20 19 25 19 17 27 32 19 13 21 15 8 4 9 8

№
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 堰壁面

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 5月

1 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Dugesia japonica
2 Prostoma属 Prostoma sp.
3 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina
4 ﾏﾒｼｼﾞﾐ属 Pisidium sp.
5 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 Lumbriculidae gen. sp. 2 1 2 1 3 5
6 ﾋﾒﾐﾐｽﾞ科 Enchytraeidae gen. sp.
7 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Nais sp.
8 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ亜科 Naidinae gen. sp.
9 ﾅｶﾞﾚｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Rhyacodrilinae gen. sp. 1

10 ｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Tubificinae gen. sp.
11 ｼﾅﾉﾋﾞﾙ Myxobdella sinanensis
12 無吻蛭目 Cylicobdellidae gen. sp.
13 ﾀﾏﾐｽﾞﾀﾞﾆ属 Mideopsis sp.
14 ｹｲﾘｭｳﾀﾞﾆ属 Torrenticola sp.
15 ﾒｸﾗﾖｺｴﾋﾞ属 Pseudocrangonyx sp.
16 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani
17 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属 Ameletus sp.
18 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Alainites yoshinensis
19 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica
20 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis 1
21 ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ Baetis taiwanensis
22 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus 1
23 Fｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sp. F
24 ﾌﾀﾊﾞｶｹﾞﾛｳ属 Cloeon sp. 1 1
25 Iｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. I
26 ﾋﾒｳｽﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Procloeon sp. 1
27 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞｶｹﾞﾛｳ Dipteromimus tipuliformis
28 ｵﾋﾞｶｹﾞﾛｳ Bleptus fasciatus
29 ﾐﾔﾏﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Cinygmula sp.
30 ﾄﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tigris
31 ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tobiironis
32 ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 Ecdyonurus  sp.
33 ﾏﾀﾞﾗﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属（新称） Electrogena sp.1
34 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus latifolium
35 ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus nipponicus
36 ｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kihada
37 ｷｮｳﾄｷﾊﾀﾞﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Heptagenia kyotoensis
38 ｳｪｽﾄﾝﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia westoni 1 5 2 4 1
39 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属 Paraleptophlebia sp.
40 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica 1 1 1 1 1 1 6 1
41 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella elongatula
42 ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella ishiyamana
43 ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes temporalis 1
44 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ属 Lestes sp. 1
45 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia
46 ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa
47 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属 Mnais sp.
48 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ Epiophlebia superstes
49 ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ Anaciaeschna martini 2 1 2 2 1 2
50 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planae gen. sp.schna milnei 1 1 1 1
51 ﾔﾌﾞﾔﾝﾏ Polycanthagyna melanictera
52 ﾔﾝﾏ科 Aeschnidae gen. sp. 1
53 ｸﾛｻﾅｴ Davidius fujiama
54 ﾋﾒｸﾛｻﾅｴ Lanthus fujiacus
55 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Stylogomphus suzukii
56 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 Gomphidae gen. sp.
57 ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii 1 1 1 1 1 1 2 2
58 ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ Somatochlora uchidai 1 3 3 3 2 2 5 2 2 3
59 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 Capniidae gen. sp.
60 ﾎｿｶﾜｹﾞﾗ科 Leuctridae gen. sp.
61 ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Amphinemura sp.
62 ｸﾛｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ Indonemoura nohirae 1
63 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Nemoura sp. 2 3 1 4 2 3 4 5 1
64 ﾕﾋﾞｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Protonemura sp.
65 ﾉｷﾞｶﾜｹﾞﾗ Cryptoperla japonica
66 ｼﾀｶﾜｹﾞﾗ科 Taeniopterygidae gen. sp.
67 ｾｽｼﾞﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ属 Sweltsa sp.
68 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 Chloroperlidae gen. sp.
69 ｴﾀﾞｵｶﾜｹﾞﾗ Caroperla pacifica
70 ｺﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ属 Gibosia sp.
71 ｸﾛﾋｹﾞｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria quadrata
72 ｳｴﾉｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria uenoi
73 ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Kamimuria sp.
74 ﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ Kiotina pictetii
75 ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Neoperla sp.
76 ﾔﾏﾄｶﾜｹﾞﾗ Niponiella limbatella
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）

ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢 ﾇﾀﾉ沢

B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢 B沢
St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 St.7 堰壁面

2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2011年 2012年 2012年 2012年 2011年
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 5月

77 ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ Oyamia lugubris
78 ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ属 Togoperla sp.
79 ｶﾜｹﾞﾗ科 Perlidae gen. sp.
80 ｾｽｼﾞｸｻｶﾜｹﾞﾗ Isoperla towadensis
81 ｸｻｶﾜｹﾞﾗ属 Isoperla sp.
82 ｺｸﾞｻﾋﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Ostrovus sp.
83 ﾋﾛﾊﾞﾈｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ Pseudomegarcys japonica
84 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ科 Perlodidae gen. sp.
85 ｵｵｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius elongatus 1 2 1
86 ﾔｽﾏﾂｱﾒﾝﾎﾞ Macrogerris insularis 1
87 ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ Metrocoris histrio
88 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ Ranatra chinensis 1
89 ﾏﾂﾓﾑｼ Notonecta triguttata 1 1 1 1
90 ﾀｲﾘｸｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes continentalis
91 ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes japonicus
92 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis
93 ｼﾛｶｹﾞﾛｳ科 Nevrorthidae gen. sp.
94 ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科 Osmylidae gen. sp.
95 ｱﾐﾒｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Arctopsyche sp.
96 PBｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ Parapsyche sp. PB
97 ｼﾛﾌﾂﾔﾄﾋﾞｹﾗ属 Parapsyche sp.
98 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche infascia
99 ｷﾌﾞﾈﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Diplectrona kibuneana

100 Diplectrona sp. DA Diplectrona  sp. DA
101 Diplectrona sp. DC Diplectrona sp. DC
102 ﾐﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Diplectrona sp.
103 ｼﾛｽﾞｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche albicephala
104 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis
105 ｾﾘｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche selysi
106 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 Hydropsychidae gen. sp. 1
107 ｺﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Chimarra sp.
108 Dolophilodes sp. DA Dolophilodes sp. DA
109 Dolophilodes sp. DB Dolophilodes sp. DB
110 Dolophilodes sp. DC Dolophilodes sp. DC
111 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Dolophilodes sp.
112 ﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Wormaldia  sp.
113 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp.
114 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 Polycentropodidae gen. sp.
115 Tinodes属 Tinodes sp.
116 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Psychomyiidae gen. sp.
117 ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Agapetus sp.
118 ﾆｯﾎﾟﾝﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma hospitum
119 ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma ussuricum
120 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Glossosoma sp.
121 ﾂﾒﾅｶﾞﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Apsilochorema sutshanum 1
122 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Hydroptila sp.
123 ｶｸﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Stactobia sp.
124 ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila brevicephala
125 ｸﾚﾒﾝｽﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila clemens
126 ﾀｼﾀﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila impar
127 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kawamurae
128 ｸﾗﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kuramana
129 ﾚｾﾞｲﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila lezeyi
130 ｼｺﾂﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila shikotsuensis 1
131 ﾄﾗﾝｽｸｨﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila transquilla
132 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属(Anatina group) Rhyacophila sp. (Anatina  group)
133 Rhyacophila sp. RM ? Rhyacophila sp. RM ?
134 Rhyacophila sp. X-1 Rhyacophila sp. X-1
135 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Rhyacophila sp.
136 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Apatania sp. 2
137 ﾊﾅｾﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema hanasense 1
138 ﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema quadriloba
139 ｳｴﾉﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema uenoi
140 ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ Anisocentropus kawamurai 1 1 1 1 1 1
141 ｸﾛﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera nigrosoma
142 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Helicopsyche sp.
143 ｵｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma crassicorne 1
144 ｻﾄｳｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma satoi
145 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma sp.
146 ｸｻﾂﾐﾄﾋﾞｹﾗ属 Oecetis sp.
147 ﾔﾏｶﾞﾀﾄﾋﾞｲﾛﾄﾋﾞｹﾗ Nothopsyche yamagataensis
148 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ Molanna moesta 1 2 1
149 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Molanna sp.
150 ﾖﾂﾒﾄﾋﾞｹﾗ Perissoneura paradoxa
151 ﾌﾀｽｼﾞｷｿﾄﾋﾞｹﾗ Psilotreta kisoensis
152 ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ Eubasilissa regina 1 2
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付表１（続き）

＊調査地点における「全」は、定性（全ハビタート）調査の略。

表2　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢の底生動物の地点別リスト（続き）
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153 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ Phryganopsyche latipennis
154 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ属 Phryganopsyche sp. 1 1 1 2 3 1
155 ｸﾛﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Uenoa tokunagai
156 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha sp.
157 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾐﾔ属 Dicranomyia sp.
158 ﾃﾞｨｸﾗﾉﾀ属 Dicranota sp.
159 ｴﾘｵﾌﾟﾃﾗ属 Erioptera sp.
160 Eriocera亜属 Hexatoma (Eriocera ) sp.
161 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma sp.
162 ﾘﾌﾟｿｽﾘｯｸｽ属 Lipsothrix sp.
163 ｶｽﾘﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Limnophila sp.
164 ｵﾙﾓｼｱ属 Ormosia sp.
165 ﾀﾞｲﾐｮｳｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Pedicia sp.
166 Pilaria属 Pilaria sp.
167 Prionocera属 Prionocera sp.
168 Arctotipula亜属 Tipula (Arctotipula ) sp.
169 Nippotipula亜属 Tipula (Nippotipula ) sp.
170 Yamatotipula亜属 Tipula (Yamatotipula ) sp.
171 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula sp.
172 ｳﾛﾓﾙﾌｧ属 Ulomorpha sp.
173 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 Tipulidae gen. sp.
174 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞﾀﾞﾏｼ科 Trichoceridae gen. sp.
175 ｱﾙﾌﾟｽｺﾏﾄﾞｱﾐｶ Agathon montanus bispinus
176 ﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris longirostris 5
177 ｺﾅｶﾞﾋﾒｱﾐｶ Philorus longirostris minor 2
178 ﾋﾒｱﾐｶ属 Philorus sp.
179 Pericoma属 Pericoma sp.
180 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Psychodidae gen. sp.
181 ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae gen. sp. 4 1
182 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Ablabesmyia sp. 1
183 ﾐｽﾞｺﾞｹﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Alotanypus sp.
184 ｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Brillia sp.
185 ｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Boreochlus sp.
186 ﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Chaetocladius sp.
187 ﾕｽﾘｶ属 Chironomus sp.
188 ｴﾀﾞｹﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Cladotanytarsus sp.
189 ﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Conchapelopia sp.
190 ｺﾅﾕｽﾘｶ属 Corynoneura sp.
191 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Cricotopus sp.
192 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus sp.
193 ｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Demicryptochironomus sp.
194 ﾔﾏﾕｽﾘｶ属 Diamesa sp.
195 ｴﾗﾉﾘﾕｽﾘｶ属 Epoicocladius sp. 1
196 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella sp.
197 ｹﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Gymnometriocnemus sp.
198 ｺﾌﾞﾅｼﾕｽﾘｶ属 Harnischia  sp.
199 ｷﾘｶｷｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Heterotrissocladius sp.
200 ｼﾛﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Krenopelopia sp.
201 ｼﾐｽﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Krenosmittia sp.
202 ﾎﾞｶｼﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Macropelopia sp. 3 1 2 2
203 ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 Micropsectra sp. 4 1
204 ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 Microtendipes sp.
205 ﾋﾄﾂﾄｹﾞﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Monopelopia sp.
206 ﾓﾝﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Natarsia sp.
207 ﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Neobrillia sp.
208 ｺﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Nilotanypus sp.
209 Symposiocladius亜属 Orthocladius (Symposiocladius ) sp.
210 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius sp.
211 ｵｵﾕｷﾕｽﾘｶ属 Pagastia sp.
212 ﾆｾｷﾀｹﾌﾞｶﾕｽﾘｶ属 Paraboreochlus sp.
213 ﾆｾﾄｹﾞｱｼｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parachaetocladius sp.
214 ﾆｾﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Paracricotopus sp.
215 ﾋｹﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parorthocladius sp.
216 ｺｼｱｷﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Paramerina sp.
217 ﾆｾｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Parametriocnemus sp.
218 ｹﾅｶﾞｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Paraphaenocladius sp.
219 ｶﾜﾘﾕｽﾘｶ属 Paratendipes sp.
220 Paratrissocladius属 Paratrissocladius sp.
221 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum sp. 5 1 3 1 6 1
222 ｶﾕｽﾘｶ属 Procladius sp. 3 1 1 2 4 1
223 ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Rheocricotopus sp.
224 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia sp.
225 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp.
226 ｺｹｴﾘﾕｽﾘｶ属 Stilocladius sp.
227 ｷｻﾞｷﾕｽﾘｶ属 Sergentia sp.
228 ﾑﾅｺﾌﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellina sp.
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229 ｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Stempellinella sp.
230 ﾊﾑｸﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Stenochironomus sp.
231 ﾕｷﾕｽﾘｶ属 Syndiamesa sp.
232 ﾔﾄﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Symbiocladius sp.
233 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus sp. 1 3
234 ﾇｶﾕｽﾘｶ属 Thienemanniella sp.
235 ﾄｸﾅｶﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tokunagaia sp.
236 ﾊﾔｾﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Trissopelopia sp. 1
237 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tvetenia sp.
238 ﾆｾｹﾐｿﾞﾕｽﾘｶ属 Zavrelia sp.
239 ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 Pentaneurini
240 ﾕｽﾘｶ亜科 Chironominae gen. sp.
241 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae gen. sp.
242 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae gen. sp.
243 ﾕｽﾘｶ科 Chironomidae gen. sp.
244 ﾊﾏﾀﾞﾗｶ属 Anopheles sp.
245 ﾅﾐｶ亜科 Culicinae gen. sp.
246 ﾎｿｶ属 Dixa sp.
247 ﾐｴﾐﾔﾏﾌﾞﾕ Eusimulium mie
248 ﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ属 Eusimulium sp. 1 2
249 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium sp.
250 ﾕｽﾘｶﾊﾞｴ科 Thaumaleidae gen. sp.
251 ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Asuragina caerulescens
252 ｱﾌﾞ科 Tabanidae gen. sp.
253 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae gen. sp.
254 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 Empididae gen. sp.
255 ｸﾛｽﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Agabus conspicuus 1
256 ｺｸﾛﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus insolitus 2
257 ｻﾜﾀﾞﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus sawadai
258 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus suturalis 1
259 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ亜科 Colymbetinae gen. sp.
260 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 Dytiscidae gen. sp.
261 ﾐｽﾞｽﾏｼ Gyrinus japonicus 1
262 ﾖｼﾄﾐﾀﾞﾙﾏｶﾞﾑｼ Hydraena yoshitomii
263 ﾏﾙｶﾞﾑｼ Hydrocassis lacustris
264 ｺｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles inornatus
265 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ Odeles wilsoni
266 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Elodes sp.
267 ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Odeles sp.
268 ｹｼﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Hydrocyphon sp.
269 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ Dryopomorphus extraneus
270 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ属 Dryopomorphus sp.
271 ﾂﾔﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ Optioservus nitidus
272 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Elmidae gen. sp.
273 ﾋﾒﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax pellucidus
274 ﾁﾋﾞﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Macroeubria lewisi
275 ﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Schinostethus brevis
276 Epilichas属 Epilichas sp. 1
277 ﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ科 Ptilodactylidae gen. sp.

個体数合計 18 28 34 25 10 15 14 11 40 25 14
出現種類数 14 15 21 16 8 8 8 7 13 14 8
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付表２　大洞沢、貝沢、ヌタノ沢における底生動物の出現生物リスト
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付表２（続き）
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付表３　ヌタノ沢で採集されたカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目の成虫等
＊ R: 飼育；SW: スウィーピング；LT：灯火採集　＊＊ SI: 石綿進一；TS: 清水高男
＊＊＊♂：オス成虫；♂ｓ：オス亜成虫；♀：メス成虫；N：幼虫　　　
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氏　　　名 題　　　　名 誌　　　名 発行年

石川 芳治, 白木 克繁, 戸田 浩
人, 片岡 史子, 鈴木 雅一, 内
山 佳美

丹沢堂平地区のシカによる林床植生衰退地にお
ける降雨量と土壌侵食量

第118回日本森林学会大会 2007

内山佳美・山根正伸 森林における水環境モニタリングの調査設計 自然環境保全センター報告5:15-24 2008

若原妙子，石川芳治，白木克
繁，戸田浩人，宮貴大，片岡史
子，鈴木雅一，内山佳美

丹沢・堂平地区における林床植生衰退地での土
壌侵食の季節変化

平成20年度砂防学会研究発表会 2008

初磊，石川芳治，白木克繁，戸
田浩人，河村和哉，浅野敬尋，
鈴木雅一，内山佳美

丹沢堂平地区における緊急土壌侵食対策試験施
工の土壌侵食軽減効果

平成20年度砂防学会研究発表会 2008

山田勇智，石川芳治，白木克
繁，若原妙子，片岡史子，内山
佳美

丹沢堂平地区における浮遊土砂流出特性と斜面
土壌侵食量との関係

平成20年度砂防学会研究発表会 2008

石川芳治
丹沢山地でのシカによる林床植生衰退地におけ
る土壌侵食機構と対策手法

森林科学（53）：48-52 2008

若原 妙子, 石川 芳治, 白木 克
繁, 戸田 浩人, 宮 貴大, 片岡
史子, 鈴木 雅一, 内山 佳美

ナ林の林床植生衰退地におけるリター堆積量と
土壌侵食量の季節変化 —丹沢山地堂平地区のシ
カによる影響—

日本森林学会誌Vol. 90 (2008) No. 6 2009

森康二・多田和広・柿澤展子・
内山佳美・山根正伸・登坂博行

相模湖、津久井湖上流を対象とした３Ｄ基本水
循環構造モデルの開発

日本地下水学会2009年秋季講演会 2009

石川芳治・内山佳美
丹沢堂平におけるシカによる林床植生衰退地に
おける土壌侵食の実態解明と対策工の開発

砂防学会誌第62巻第4号 2009

初　磊・石川芳治・白木克繁・
若原妙子・内山佳美

丹沢堂平地区のシカによる林床植生衰退地にお
ける林床合計被覆率と土壌侵食量の関係

日本森林学会誌Vol. 92 (2010) No. 5 2010

山田勇智・石川芳治・五味高
志・白木克繁・内山佳美

丹沢堂平地区における斜面土壌侵食量と浮遊土
砂量との関係

平成22年度砂防学会研究発表会概要集 2010

海 虎・石川 芳治・白木 克繁・
内山 佳美

丹沢堂平地区でのシカによる林床植生衰退地に
おける林床合計被覆率の変化が流出率に与える
影響

平成22年度砂防学会研究発表会概要集 2010

初 磊・石川 芳治・白木 克繁・
鈴木 雅一・内山 佳美

丹沢堂平地区における土壌侵食対策工の効果 平成22年度砂防学会研究発表会概要集 2010

毕力格図・石川 芳治・白木 克
繁・内山 佳美

丹沢堂平地区の林床植生衰退地における土壌侵
食量と降雨、地表流量との関係

平成22年度砂防学会研究発表会概要集 2010

Koji Mori, Kazuhiro Tada,
Yoshimi Uchiyama, Masanobu
Yamane and Hiroyuki Tosaka

Development of the Surface and Subsurface
Fluid-Flow, Sediment Transport and
Landfoem Change Coupled Water Reservoir
Model

10th Symposium on Stochastic
Hydraulics & 5th International
Conference on Water Resources and
Environment Research

2010

多田和広、森康二、柿澤展子、
横山尚秀、内山佳美、山根正
伸、登坂博行

酒匂川流域を対象とした3D基本水循環モデルの
開発

日本地下水学会2010年春季講演会講演要旨
48-53

2010

飯野 貴美子・石川 芳治・ 若原
妙子・白木 克繁・内山 佳美

丹沢堂平地区のブナ林における土壌侵食プロッ
トでの降雨量とリター流出量

第122回日本森林学会大会学術講演集 2011

�畢力格図・石川芳治・白木克
繁・海虎・内山佳美

丹沢堂平地区の林床植生衰退地における降雨、
地表流出量と土壌侵食量との関係

第122回日本森林学会大会学術講演集 2011

辻千智・戸田浩人・崔東寿・
佐々木道子・内山佳美

神奈川県北部の対照流域法試験地における水の
移動に伴う元素動態

第122回日本森林学会大会学術講演集 2011

海 虎・石川 芳治・白木 克繁・
内山佳美

丹沢堂平地区のブナ林における降雨強度と表土
層の含水比が地表流出率に与える影響

第122回日本森林学会大会学術講演集 2011

小田智基・鈴木雅一
山地源頭部の隣接する3流域における流出特性
の比較

水文水資源学会大会 2011

論文等発表実績一覧（平成19年度以降）
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氏　　　名 題　　　　名 誌　　　名 発行年

論文等発表実績一覧（平成19年度以降）

森康二、多田和広、内山佳美、
山根正伸、登坂博行

陸水・流砂連成解析手法の開発 土木学会　水工学論文集　第55巻 2011

内山佳美・山根正伸
ニホンジカ影響が顕著な東丹沢大洞沢における
水源かん養機能モニタリング

平成23年度砂防学会研究発表会概要集 2011

海虎、石川芳治、白木克繁、ビ
リゲド、内山佳美

丹沢堂平地区の林床植生衰退地における林床合
計被覆率と降雨強度が地表流出率に与える影響

平成23年度砂防学会研究発表会概要集 2011

ビリゲド、石川芳治、白木克
繁、海虎、内山佳美

丹沢堂平地区のシカによる林床植生衰退地にお
ける降雨に関する３要素と土壌侵食量

平成23年度砂防学会研究発表会概要集 2011

五味高志、坂上賢、熊倉歩、古
市剛久、石川芳治、内山佳美

シカ食害の顕著な東丹沢小流域における林床植
生空間分布と表土侵食

平成23年度砂防学会研究発表会概要集 2011

熊倉歩、五味高志、古市剛久、
石川芳治、水垣滋、内山佳美

山地上流域における放射性同位体核種を用いた
細粒土砂起源の推定と流出プロセス

平成23年度砂防学会研究発表会概要集 2011

森康二、多田和広、佐藤壮、柿
澤展子、横山尚秀、内山佳美、
山根正伸

森林の水源かん養機能の実態把握と将来予測の
ための水循環モデル構築

平成23年度砂防学会研究発表会概要集 2011

海虎、石川芳治、白木克繁、ビ
リゲド、内山佳美

丹沢堂平地区のブナ林斜面における林床植生合
計被覆率を用いた表面流出量の土壌吸引圧の変
化

第123回日本森林学会学術講演集 2012

ビリゲド、石川芳治、白木克
繁、若原妙子、海虎、内山佳美

丹沢堂平地区の林床植生衰退地における土壌侵
食量と地表流出量、降雨との関係

第123回日本森林学会学術講演集 2012

廣瀬満、五味高志、小田智基、
内山佳美

山地流域における湧水分布と流路網構造及びそ
の形成メカニズム

第123回日本森林学会学術講演集 2012

飯野貴美子、石川芳治、白木克
繁、若原妙子、内山佳美

丹沢堂平地区におけるリターの移動動態とその
要因について

第123回日本森林学会学術講演集 2012

海虎、石川芳治、白木克繁、若
原妙子、毕力格図、内山佳美

ブナ林における林床合計被覆率の変化が地表流
流出率に与える影響

日本森林学会誌Vol. 94 (2012) 167-174 2012

若原妙子、石川芳治、白木克
繁、内山佳美

東丹沢堂平地区のブナ林における開空度、照度
および植生被覆

平成24年度砂防学会研究発表会概要集
R4-07

2012

海虎、石川芳治、白木克繁、毕
力格図、内山佳美

丹沢堂平地区のブナ林斜面における林床合計被
覆率が土壌吸引圧の変動に与える影響

平成24年度砂防学会研究発表会概要集
R4-08

2012

毕力格図、石川芳治、白木克
繁、若原妙子、海虎、内山佳美

丹沢堂平地区の林床植生衰退地における布状侵
食と雨滴侵食の実態

平成24年度砂防学会研究発表会概要集
R5-01

2012

平岡真合乃、五味高志、金岡慎
也、ワンジゲムド、内山佳美

インターバルカメラを用いた山地斜面における
地表面被覆の時空間変動の把握手法の提案

平成24年度砂防学会研究発表会概要集
Pb-37

2012

五味高志・小田智基・鈴木雅
一・平岡真合乃・宮田秀介・内
山佳美・山根正伸

丹沢山大洞沢観測流域における水と土砂動態観
測

砂防学会誌第65巻第1号 2012

Tomoki Oda, Masakazu Suzuki,
Tomohiro Egusa and Yoshimi
Uchiyama

Effect of bedrock flow on catchment
rainfall-runoff
characteristics and the water balance
in forested catchments in
Tanzawa Mountains, Japan

HYDROLOGICAL PROCESSES
Hydrol. Process. (2012)
DOI: 10.1002/hyp

2012

Takanori Sato, Tomoki Oda,
Yasunori Igarashi,
Masakazu Suzuki and
Yoshimi Uchiyama

Circumferential sap flow variation in
the trunks of Japanese cedar and
cypress
trees growing on a steep slope

Hydrological Research Letters 6,
104–108 (2012)

2012
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対照流域法によるモニタリング調査の実施体制 

大学等の研究機関や調査会社、行政の関係機関等と連携しながら実施しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【総括、各業務監督、総合解析、調整】

自然環境保全センター研究連携課 

【モニタリング調査、解析等の実施】 

 下記の調査研究を行う研究機関や調査会社 

 森林水文分野の調査研究 

  森林物質循環分野の調査研究 

  砂防分野の調査研究 

  渓流生物分野の調査研究 

  水循環モデルによる解析 

  その他現地モニタリング調査  

【関係機関】 

庁内関係機関、森林管理署 

地元市町村、森林所有者  

【観測施設整備、施設保守等】 

  観測施設整備・改良 

  観測システム整備・保守管理 

【対照流域の操作実験】 

  森林整備等 

上記業務にかかる各受託業者 

対照流域モニタリング調査会検討会議

対照流域モニタリング調査会検討会議 委員等名簿   
 氏 名 所 属 役 職 就任

専
門
委
員 

石川芳治  
（座長） 

東京農工大学大学院農学研究院 自然環境保全学部門 教授 
【水・土調査】（堂平・大洞沢）          

H19

～ 

白木克繁  
 

東京農工大学大学院農学研究院 自然環境保全学部門 講師 
【水・土調査・小流域水流出モデル】（貝沢ほか）  

H19

～ 

戸田浩人  東京農工大学大学院農学研究院 自然環境保全学部門 教授 
【水質等調査】（貝沢・大洞沢）          

H19

～ 

五味高志  
 

東京農工大学大学院農学研究院 国際環境農学部門 准教授 
【土砂・土壌流出】（大洞沢）           

H21

～ 

平岡真合乃 
 

東京農工大学大学院農学研究院 国際環境農学部門 研究員 
【土砂・土壌流出】（大洞沢）           

H23

～ 

鈴木雅一  
 

東京大学大学院 農学生命科学研究科 教授 
【水収支調査】（大洞沢）             

H21

～ 

小田智基  東京大学大学院 農学生命科学研究科 研究員 
【水収支調査】（大洞沢）             

H21

～ 

堀田紀文  筑波大学大学院 生命環境科学研究科 准教授 
【水収支調査】（大洞沢）             

H21

～ 

吉武佐紀子  湘南短期大学 客員教授 
【付着藻類調査】（大洞沢・貝沢）           

H19

～ 

石綿進一  神奈川工科大学 客員教授 
【底生動物調査】（ヌタノ沢ほか）          

H19

～ 

オブザーバー（専門） 株式会社地圏環境テクノロジー       【広域水循環モデル】 

オブザーバー（行政） 

南足柄市                        
東京神奈川森林管理署                   
水・緑部 自然環境保全課  
水・緑部 水源環境保全課 
水・緑部 森林再生課                   
環境科学センター      
県央地域県政総合センター農政部／水源の森林部    
県西地域県政総合センター森林部       
自然環境保全センター森林再生部     
          研究企画部         

事務局 自然環境保全センター研究企画部研究連携課          
 

（H24時点）
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（趣　旨）
第１条　この要領は、神奈川県自然環境保全セン

ター報告（以下、「センター報告」という。）の編

集に関して必要な事項を定める。

（目　的）
第２条　センター報告は神奈川県自然環境保全セン

ター（以下、「保全センター」という。）の業務か

ら得られた研究成果、自然情報及び知見を県民及

び他の行政機関等に提供するとともに、記録・保

存することを目的とする。

（掲載原稿の種類）
第３条　掲載する原稿の種類は、次の各号に掲げる

とおりとし、内容は別に定める「神奈川県自然環

境保全センター報告投稿規定」（以下、「投稿規定」

という。）による。

  (1) 原著論文

  (2) 調査・研究報告

  (3) 事業報告

  (4) 速報

  (5) 資料

  (6) その他

（投稿者）
第４条　センター報告への投稿者は次のいずれかに

該当するものとする。

  (1) 保全センター職員

  (2) 保全センター職員との共同調査研究者又は共

　　　著者

  (3) 保全センターに個人として登録したボラン　

　　　ティア等

  (4) 編集委員会が依頼した者（特別寄稿）又は認

　　　めた者

（発　行）
第５条　センター報告は、原則として、年１回発行

する。ただし、第８条の編集委員会が必要と認め

た場合は、この限りではない。

（原稿の提出）
第６条　投稿者は、別に編集委員会が定める期日ま

でに、投稿規定に定められた原稿を編集委員会に

提出する。

（原稿の審査）
第７条　前条の規定により提出された原稿は、編集

委員会において審査を行い、採択を決める。

２　編集委員会は、原著論文の審査に際し、必要に

応じて外部学識経験者に査読を依頼し、意見を求

めることができる。

３　編集委員会は必要に応じ、原稿の修正を求める

ことができる。

（編集委員会）
第８条　前条に規定する投稿原稿の審査等を行うた

め、編集委員会を置く。

２　編集委員会は、所長、副所長、研究企画部長兼

自然保護公園部長、森林再生部長、管理課長、自

然再生企画課長、研究連携課長、自然保護課長、

野生生物課長、自然公園課長、水源の森林推進課

長、県有林経営課長、県有林整備課長、分収林課

長、足柄出張所長及び箱根出張所長により構成す

る。

３　編集委員会には委員長を置き、所長を充てる。

所長が不在の時は副所長が代行する。

４　編集委員会の庶務は、事務局で処理する。事務

局は自然再生企画課長（事務局長）管理課、自然

再生企画課、研究連携課、自然保護課、野生生物

課、自然公園課、水源の森林推進課、県有林経営

課、県有林整備課、分収林課、足柄出張所及び箱

根出張所の担当者により構成する。

５　編集委員会は、必要に応じて、構成員以外の者

の出席を求め、その意見を聴くことができる。

（その他）
第９条　この要領に定めるもののほか、編集に関し

て必要な事項は別に定める。

（附　則）
１　この要領は、平成 15年 12 月１日から施行する。

２　神奈川県自然環境保全センター研究報告編集要

領及び神奈川県自然環境保全センター自然情報

編集要領は廃止する。

（附　則）
　この要領は、平成 16年 11 月 18 日から施行する。

（附　則）
　この要領は、平成 18年１月 13 日から施行する。

（附　則）

　この要領は、平成 19年４月１日から施行する。

（附　則）
　この要領は、平成 22年４月１日から施行する。

神奈川県自然環境保全センター報告編集要領
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（趣　旨）
　神奈川県自然環境保全センター報告（以下「セン

ター報告」という。）は、当センターにおける研究

業績、事業に関係する調査研究結果を投稿すること

ができる。投稿者資格は神奈川県自然環境保全セン

ター報告編集要領（以下、「編集要領」という。）に

よる。

（原稿の種類）
　原稿の種類は、原著論文、調査・研究報告、事業

報告、速報、資料、その他（特別寄稿、各年度の他

紙発表原著論文の要旨）とし、その内容は以下のと

おりとする。

  (1) 原著論文

　日英表題、要旨（５字以内のキーワードを添付す

る）、本文および図表、引用文献からなり、未発表

の内容を含み、十分な考察がなされているもの。

  (2) 調査・研究報告

　日英表題（英は省略可）、要旨（省略可）、本文お

よび図表、引用文献からなり、研究に関係する調査

結果をとりまとめたもの（報告書）。

  (3) 事業報告

　表題、要旨（省略可）、本文および図表、引用文

献からなり、研究以外の業務に関係する結果をとり

まとめたもの（報告書）。

  (4) 速報

　日英表題（英は省略可）、要旨（省略可）、本文お

よび図表、引用文献からなり、新規性がありかつ公

表の緊急性が高いもの、新たに開発された研究方法

や機械の紹介、既成の知見を確認する報文や貴重な

測定結果等。

  (5) 資料

　表題、データ等からなり、業務で得られた測定結

果、知見、記録などを簡潔にとりまとめたもの。

  (6) その他

　(1) から (5) に該当しない種類で、センター報告

編集委員会（以下、「編集委員会」という。）が認め

たもの。総説・調査報告・国際学会報告・他紙発表

原著論文の要旨等。

（原稿の書き方）
　原著論文、報告、速報、資料は、以下の書式に従

う。他も可能な限り従うものとする。なお、編集委

員会が必要と認めたものはこの限りではない。

(1) 要旨は冒頭に著書名、表題、神奈川県自環保セ

報告、空白（15 文字分）を付加し、これらを含

めて和文は 500字以内、英文は 250語以内とする。

要旨中では図・文献・数式などの引用は避け、行

を変えない。

(2) 原著論文の表題は、連報性（Ⅰ、Ⅱ等のついた

表題）にしない。また、「…に関する研究」や「…

について」などの表現は避ける。

(3) 原稿は、パソコン等に入力して作成し、Ａ４判

の白紙に横書きで、横 23字×縦 42 行に整えたも

のとする。新仮名遣いにより、学術用語以外は常

用漢字を用いる。原稿中に欧語を用いるのは、そ

の必要がある場合に限る。なお原稿の長さは、図・

表・写真等を含め原則として刷り上がり 10 頁以

内とする。

(4) 図表の文字は MSP 明朝で入力する。

(5) カタカナ表記はすべて全角入力とする（半角ｶﾀ

ｶﾅは使用しない）。

(6) 数字は半角で入力し、３桁ごとにカンマ（,）

を入れる。 

(7) 英文は半角で入力し、カンマ（,）、ピリオド (.)

も半角とする。なお、単語と単語の間には半角ダ

ブルスペース（   ）を、カンマ及びピリオドの

後には半角スペース（ ）を入れる。

(8) 動物・植物の和名は全角カタカナ書きとし、学

名はイタリックとする。これらの字体の指定は、

太字指定、数式（係数など）の字体などとともに

下記の例にならってすべて朱書きとする。単位は

慣用となっている略字によって記載し、ピリオド

をつけない。単位、数は半角表記とする。

    　Pinus → Pinus
(9) 図および写真は下端に、また、表は上端にそれ

ぞれ通し番号（図１、表１など）をつけた表題を

付ける。また上端外に著書名、通し番号をつける。

表題や注には英文を併記することができる。

(10) 引用文献はアルファベット順に記載する。本

文中での引用は、該当人名に（年号）あるいは

事項に（人名 , 年号）をつけて引用する。後

述の方法で同一年号の場合は年号のあとに発表

順にａ、ｂ、ｃをつける。誌名の略記法は和文

の場合は慣例により、欧文の場合は Forestry 

Abstracts にならう。巻通しページがある場合は

巻のみとし、ないときは、巻（号）を併記する。

神奈川県自然環境保全センター報告投稿規定
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記載方法は下記の例に従う。

例

(ア )雑誌の場合

山根正伸・横内宏宣（1991）スギノアカネトラカミ

キリによる林分内被害量調査法．日本林学会誌

73：264 － 269

Yamane,M.,Hayama,S.and Furubayashi,K(1996) 

O v e r - w i n t e r  w e i g h t  d y n a m i c s  i n 

supplementally fed free-ranging sika 

deer (Cervus Nippon).Journal of Forest　
Research1(3):143-153．

(イ )書籍の場合

中川重年（1994）検索入門針葉樹．188pp，保育社，

大阪．

Levitt,J.(1972)Responses of plant to 
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